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5 万分の l 地質図幅 zゴ
説明書/1--1

(11 (札幌一第 30 号)

北海道技師二 1: 居繁雄

ク 小山内照

はしがき

この図幅説明書は，昭和 27 年 7 月から同年 11 月にわたる約 30 日間，昭和 28 年 7 月か

ら同年 11 月にわたる約 40 日間，および昭和 29 年 7 月から同年 11 月にわたる約 30 日間，

あわせて約 100 日間におこなった野外調査の結果を整理して，その概要を報告したもので

ある。

この地域は，北海道の中宍部と西南部とを区分する，札幌から苫小牧にぬける，いわゆ

る石狩低地帯の西に位置して，地質学請には西南部北海道にふくまれている。

この地域のうち，北部地区，とくに豊平川流域は，北海道大学の地質巡検コース lこ，と

りあげられているところで，はやくから，踏査されており，調査報告書も，多く発表され

ているつ

しかしながら，この地域全般の地質については，いまだ切らかにされておらない。

野外調査にあたっては，おもに新第三紀層と同時期の火山岩類からできている西部地域

を土居が，第四紀層および同時期の火山噴出物からできている東部地域を小山内が，それ

ぞれ担当した。

なお，調査の際は，北海道地下資源調査明技師石山昭三，同技術補松井公平の両氏にい

1) 阿部 顕・西国彰一 (1934 年) : 石狩国簾舞・定山渓附近地質調査報文， 北大理地

修論(手記)

安田三郎・鈴木 要 (1934 年) : 石狩国厚別。石山附近地質調査部文， 北大理地，

修論(手記)

笥浦 明 (1946 年) : 石狩国霊平川流域(錦橋一藤のj尺)の地質， 北大理地，修論

(手記)

青木正行 (1946 年) : 石狩出藤の沢附近の地質，北大理地，修論(手記)

- 1 ー



ろいろと協力をしていただいたh さらに，北海道大学理学部湊正堆博士には，現地でいろ

いろ御教示をたまわり，討論をおねがいした c ここに上記の方々に，深く謝志:を表する。

また，調査中いろいろ便宜をはかられた，恵庭有林署の各イ\1.， ならびに油谷鉱業光龍鉱

山の職ヨ各位に，厚くお礼を申しあげる

I 位置および交通

乙の図幅のしめる地域は，北緯 42 C 50〆~43COう東経 141
C
15ノ~141

c
30' の範囲にある。

行政区画のうえから，東部地域は広島村に，南部地域は忠庇町に，中央部および西部地

域は豊平町に，豊平川より北部の地域は札l幌市にそれぞれ属している c

交通は，札幌市内の東札幌駅から，豊平駅を通り，さらに豊平川に沿って，この閃幅の

西部に連なる定山渓図幅のほぼ中央に位置する定山渓温泉まで，定山渓鉄道が通じている。

そして，この鉄道とほぼ平行に，札幌から定山渓@喜茂別。留寿都を経て，洞爺j胡に至る

国道が開さくされている。また，南部地域では，図!幅外にある忠庭町市街地から，漁、川に

そって，恵庭ヨ林署の林産物搬出用のトラザク道路が，開さくされている。このほか，各

河川にそって，道路はあるが，林産物の .;ilf搬をのぞいては，一般に利用度も低く，路面の

手入れも不充分である。ただ，真駒内川にそって，石山から湯の沢lこ通ずる道路は，札幌

から中央パスが運行されていて， /?Zi幅の西南隅にある空沼jF， (1251m) に登る登山客の利

用が多い。

なお，石切山から常盤。厚別川。三股川合流点およびブ乙寵鉱山を経て，漁川にぬけ，さ

らに，支拐湖に通ずる道路も計画されているが，乙れも，すでに漁川までは開さく済みで

ある c

II 1也形

乙の間中高地域を大まかにみると， 3 つの止形区にわけることができる

(1) 図幅地域の西部をしめ，小さな起伏に富んだ山地帯。

(2) 図幅地域の東半部以土をしめ，台地状の也形を呈し，段丘而がみられる山地帯 ο

(3) 各河川に沿って，ひろがっている河段丘および沖積地。

(1)は，標高 200m から， しだいに高度をまして，最高 1251 ill に達する起伏に富んだ

地域で，おもに新第三紀尉および同時期の火山岩からできており，さらに，これらをおお

-2-



第 1 図版(その 1) 後方の起伏に富んだ山地は，おもに新第三期層および同時期の火山岩からできており，これらを第四紀の熔岩流がおおワている

(平坦な地形面)。前方の台地状の地形をしめしているところは，基盤は，新第三紀層または，新期の火山岩類からできており，第

四紀層と同時期の火山砕屑物によりておおわれてν る。そして，高位・中位・低位の 3 ヮの段丘面が発達してν る。
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第 1 図版(その 2) 厚別市街(清田)から I~幅地域の西南方を望む



って，第四紀の熔岩流が発達しているっそして，熔岩の発達している地域は，熔岩流の面

がはっきりとみられ，平坦な面を示している ο

(2) は，標高 40m から， しだいに高さをまして，最高 500m におよび，基盤は新第三

紀層または，新明の火山岩類からできており，さらに，第四紀層と同時期の火山砕屑物に

よって，おおわれている。この地域では，はっきりと 30 m~120 m 面， 200m~250 m 面

および 350m~400 m 面の 3 つの段丘面を，みわけることができる。

この段丘面は，あとからのべるように，どの面にも，砂疎層をのせているが，この地域

のほとんど大部分は，支勿火山噴出物および最も新し l) 火山灰層におおわれているので，

砂疎屑は，多くの場合，河岸または台地から沖積地にうつりかわる急崖にだけみられる

(3) は，まえにのべたように，各河川の沿岸に発達している河成段丘と低地をさしてい

る。

豊平川の沿岸や漁JfIの沿岸には，低い河成段丘面が，数段発達しているが，これほ，ま

えにのべた (2) の台地をつくっている，最も低い段丘面をつくった時期より，新し( )時代

のものである 3

水系は，この地域の北西部を西から東に流れ，石山附 ;ll: で流路を南北にとる豊平川をの

ぞけば，ほとんどの河川は，西部山地に源を発し，それぞれ東西。北東一南西の流路をと

って，石狩平野に下っている。これらのうち，主な河川は，南から j魚川。厚別Jl I 。真駒内

川などである。

凹地質概説

この地域をつくっている地質系統は，模式柱状図にしめしたようなものである。

新第三紀屑は，地域の西部山地に分布しているほか，中央部の第四紀層におおわれた台

地の基盤にも，ところどころ露出している。下位から砂岩。頁岩。凝灰岩などの互屑から

できていて，変朽安山岩化作用をうけた輝石支山岩や玄武岩なと、の火山岩をともなってい

る漁川層，砂岩。泥岩からできているーの沢層，砂岩 o ?尼岩・硬質頁岩からできているほ

割沢層，これらを貫いて噴出した火山岩類，および，凝 J売買砂岩 e 安山岩集塊岩からでき

ている石山層に，大きくわけることができる。

第四紀層は，この地域の中央部より以東の地域に分布している。下位から砂疎と粘土の

互屑からできている野幌層，砂礁からできてし 3 る高位段丘堆積物と中位段丘堆積物，浮石

質凝灰岩と熔結凝灰岩からできている支拐火山噴出物， 砂疎からできている厚別砂疎屑

- 3-
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(低1~!:段丘堆f~i物)， r~疎・棟@ホIi上などからできている岩屑堆積物，月寒火山灰層，河岸段

丘牒厄i ， 新明大山町屑および，河川[の沿岸に発達している現河川堆積物などにわけられる c

なお，河岸段丘操何より下位の地問は，洪積期に堆積したものである。また，新j明火山

町円とよんでh るものは， {If店開jのはじめから歴史時代にかけての火山活動によってもた

らされた，樽 rjiS火 llJ lIn出物および火山灰田である。

なお， {JH吉田におおわれているほか，ととく関係のわからない火山岩類が，方々に分布し

ているうこれらは岩百から，新宿三紀の末明から第四紀の初期にかけてlIn出したものでは

ないかと考えられるので，一応，第三紀~市円紀?の火山岩としておいたっ

IV 新第三紀層および同時期火山岩類

この地域に発達している新宿三紀府は， 下位から ， im. 川層。ーの沢円。 j提言 IJ沢目。火山

岩知および石山居にわけられるつ

IV.1 1)~号、川居

;魚川)丙(土，この店時の丙南l特にある空i司自をふくむ，ほぼ南北に連なる尾根の東山IJ で，

ラ Jレマナイ川上流流域。金山沢 bfr口市成。立駒肉川上流ifrU;:r~。湯の沢上流流域および簾搾

川土;主流岐にそれぞれ発達しているつ

この辿Jlc\iでは， 下位のj色!日の露出しているところがないので， 下位冒との[均係は不l リjで

あるコこの地目の上1~Lには，ーの沢!日が整合にのっているコ

なお，このf在日は次のような層序をしめしている。

IV.1.7 鞍馬越変朽安山岩 CMp2J

IV.1.6 湯の沢凝阿賀砂岩部官 [M4 J

IV.1.5 三股川変朽安山岩 [MplJ

IV.1.4 ラルマナイ川凝り〈岩出回 [M3 J

IV.1.3 万計沢玄式岩 [Ba]

IV.1.2 金山沢頁岩部居 [M2 ]

IV.1.1 漁川砂岩。頁汗I}G Jf; C=VI1J

IV.1.1 漁川砂岩。頁岩部層 C lVhJ

この H~，~は，光龍鉱山の南方を南西から北東に流れる， iJi:'.J fr の 1 支流の河岸や河!ギに，

模式的な llT{)日がみられる σ ここでは， N60 E , 15 つ NNW の走向。傾斜をしめしている
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この地屑のド位回はわからないが， 日立にのっている金山沢頁岩部屑とは， しだいにうつ

りかわる関係にある r 厚さは 150 m 以上である。

岩質: 10cm から 15cm て ν どの砂岩と泥質頁岩との互層であるつ砂岩は灰白色

(湿ると暗灰色になる)の湘粒から中粒の凝灰質砂岩であるコまた，泥質頁岩は灰白色

(湿ると暗灰色になる〉の凝灰むなもので， ときには砂買頁岩の薄い層を挟んでいる。

この地層の上部になると， しだ」、に，灰黒色の泥岩と砂岩の互層にかわる。

。 200庁L

三 y

k<~';/::，;，~:J 認JJ21官 匝田制問問-~ヨ ~~\\\~In~，日時

第 2 図 i，«{川支流J2i査図 ci魚川砂岩。頁岩部層露出地域)

IV.1.2 金山沢頁岩部層 [M2J

この地層は ， ~:jと龍鉱山附近から常盤拡山附;~にかけての地域に分布しており，ラルマナ

イ川支流の金山沢の河岸や河床[こ，模式的な話出がみられる。常盤拡山附!'~では N45οE 。

20 、 ~30C NW，三股川南の沢では N30 コ E 0 20':~30° NNW，光龍鉱山附;Uでは N20 コ E~

N80つ W 0 10'NWW~20コ NNE，ラノレマナイ川と金山沢との合流点附;IJ:では，N40つ W~

N60"W 0 1O~ NE~20G NNE の走向・傾斜を，それぞれしめしているつこの地層はまえ

にのべた漁川砂岩。頁岩部屑からしだいにうつりかわり，そして上位にのってくるラノレマ

ナイ川凝灰岩部屈にうつりかわっていく。

この地層の下部は，ほとんど民黒色または黒色の泥質頁岩からできているが，上部にな

るとしだい凝灰岩の薄い屑と互層するようになる。厚さは 400m 内外であるつ
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岩質: 下部層は，おもに灰黒色または黒色の綾密な泥質頁岩からできていて，とき

には 1m ていどの中粒または粗粒の凝灰質砂岩と互層する。珪化作用および黄鉄鉱化

作用をいちじるしくうけている。

上部層は，黒色の蔽密な泥質頁岩と，民緑色の鍛密な凝灰岩との互層からできてい

る。上下部層と同じように，珪化作用および黄鉄鉱化作用をいちじるしくうけている。

IV.I.3 万計沢玄武岩(紫蘇輝石玄武岩) (BaJ

この岩石は，真駒内川 Ci rri の，万計沢との合流点ド付近に露出しているつまえにのべた金

山沢頁岩部層との関係は，直接，野外で観察できるところがないので，不明である。また，

ラノレマナイ川凝りく岩部同ば，見かけと， この岩石のと位にのっているさしかし，再 'f号の直

接している露出がないので，本当の関係は不 fl日である。したがって，ここでは，こんごの

問題として提起しておく σ なお，地質閃では，いちおう，ラノレマナイ川凝灰岩・部屑の下位

にしておいた 3

野外の観察では，ほとんど間斑品状の山尚色を呈する徽密な岩石で，玉ねき、状の風化面

をつくっているのが持ちょうであるコまた，一般に，よわい炭酸塩比作用と紋山石化作用

をうけているつ鋭下では

斑晶: 斜長石\、背通埠石~>~*紫輝石

斜長石は，白形または半白形の結 iE1 で，アルパイト式双品，衷片双品，ぺリクリン

式双品をしているほか，累 'ii? 構造がみられる。そして，一部は絹雲母にかわワているつ

成分は， An6J 附近で百灰長石に屈するコ

普通輝石は，半白形または白形の結 iflI で.決緑色を呈し，表斑状をしていることが

おおいコ

紫蘇輝石は，半白形の結晶で，普通埠石にくらべて，一般に小さいコ色は決緑色を

呈し，ほとんど多色性はみられないコ・桔品の周辺。男問。割目にそって，緑泥石にか

わヲているものがおお ν コ

石 基: 斜・長石が不規則に配列し，そのあいだを緑泥石にかわった輝石類がうめてい

るコまた，磁鉄鉱の散点もみられるコなお， ところどころに空隙があワて，そこに 2

次的に方解石。沸石などが生成されて ν るつ

IV.1.4 ラルマナイ川凝灰岩部層 (M3J

この地層は，ラノレマナイ川の上流地時および，駒内川と湯の沢との合流点j:(.j jG: :二?吊

し，三股川i有の沢上流の河岸に，模式ヲな露出がみられるつ湯の沢と克駒内川との合流点

附 jlJ:では， N-S~N30 E· lOぺ~25 二 W~NW，三股川市の沢上流の河岸では， N30 づ E ・

10 コ~30NNW の走向・傾斜をそれぞれしめしている。

まえにのべた金山沢頁岩部眉とは， しだ G ~にうつりかわる関係でそのうえにのり，さら
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にこの地層の上位には，三股川変朽安山岩の熔岩流が発達しているの

この地層の下部は，おもに凝灰岩からできているが，上部は，凝り〈質砂岩。砂質頁岩 e

i尼岩がおおくなってくる。厚さは 250 ill である。

岩質: 下部層は，おもに，灰緑色の凝灰質頁岩。凝灰岩からできていて，灰黒色の

頁岩の薄層をはさんでいる。全体に黄鉄鉱化作用守口珪氾作用をうけてν るが， とくに

立駒内川上流地域苧二股川市の沢附近がU、ちじるし it' 。

上部層は，おもに，凝灰質頁岩。凝灰質頁岩。泥岩からできている ο 凝灰質砂岩。

凝灰質頁岩は，灰白色または暗灰色を呈する。そして，この上部層の上部になるにし

たがって，泥岩や泥質頁岩がおおくなうている

IV.1.5 三股川変朽安山岩 (Mpl]

この岩石は，ラノレマナイ川上流地域。同文流の三股川附近。真駒内川上流地域にそれぞ

れ分布している。ラノレマナイ凝灰岩部屑のうえに熔岩流としてのっており，あとからのべ

る湯の沢凝灰質砂岩部層におおわれている。

野外の観察では，灰緑色を呈し，多珪品質の織密な岩石である J 一般に，珪化作用や対

泥石化作用がいちじるしい。

斑品: 斜長石と輝石類がみられる。輝石類は，全く緑泥石にかわり，形状もはうき

りしないものがおおい。斜長石は，細粒の石英によって置きかえられているものが多

いが，一部のものはアルパイト式双品。表片双品および累帯構造などの諸構造をのこ

している。

石 基: 全く，細粒の石英によって置きかえられているもとの構造は，ほとんどのこ

ワていない。この聞に黄鉄鉱が散在しているゥこのほか，禄簾石苧石英 c細脈が網状

に発達している。

IV.1.6 湯の沢凝灰岩部層 (M4J

この地層は，簾舞川上流地域。簾舞ilrl~附;5:および氏駒内川支流湯の沢中流域，真駒内川

支流の金山沢の上流地域に発達しているごこのほか，本龍鉱山西部の山地にも分布してい

る。簾舞川上流の河岸では， N20ー W~N60 ハ W 0 1O ~20つ SW，湯の沢沿岸では N-S~

N10 ミ E 0 lOo~25° W , 本龍鉱山の西部山地では， N10 二 W~N 40cW 0 20c~60° SW の

走向@傾斜を，それぞれしめしている

まえにのべたラノレマナイ川凝灰岩部層のうえに， しだいにうつりかわる関係で，のって

いるが，ラノレマナイ川上流地域では，三股川変朽安山岩の上位にのっているつまた，この

地層の上位には，鞍馬越変朽安山岩が熔岩流としてのっている。おもに，凝灰岩。角陳凝

灰岩および凝灰質集塊岩からできている c しかし，地域によって，構成員はちがっている。

すなわち，湯の沢では，下部は凝りと目砂岩，上部は角牒凝IX岩，簾舞川己責ではド部は凝
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灰白砂岩，上部は角陳凝灰岩。凝り〈賀集塊:ti'， )C:龍鉱山の丙 iji~山地では，下部は究白色凝

灰白砂岩。角在来凝!火岩といった屑「子を，それぞれしめしている 厚さは，簾舞川上流で 250

m，湯の沢で 200m，光龍鉱山西部の山地で 450m である

岩 質: it'E灰質砂岩は，灰白色な ν し灰色の凝灰質の中粒から粗粒の砂岩で，灰色の

mE灰質頁岩の薄層をはさんでいる。角棟続灰岩は，灰色ないし灰緑色のもので，凝灰

岩守口凝灰質頁岩の蒋層をはさんでいるづまた，集塊岩は，灰緑色をした安山岩質のも

ので，角喋凝灰岩と互層している υ

IV.1.7 鞍馬越変朽安山岩 CMp2J

この岩石は， 鞍馬越附J1J:に発達しているほか， 光龍鉱山西部の"ミ皮 750m から 1000m

ていと、の山地に分布している。

まえにのべた，湯の沢凝灰砂計部!百の土位に発達し， i魚、 13熔宕および空沼日培岩などの

新期火山岩の熔岩流によって，不整合におおわれている。

野外の観察では，車~馬越附;Jiに発達しているものは，日吉~;;J~色の;司密なもので，簾舞川上

流や湯の沢附近lこ分布しているものは，灰緑色で，いちじるしく黄鉄鉱化作用をうけてい

る、光龍Jift山の同方の山止では，ほとんど変質をうけておらない支山むの構造をはっきり

としめしているところと，プロピライト化作用をうけて，全く原岩の構造をのこしていな

し 3部分とがみられるつそしてプロピライト化作用をうけている方向は， N20 ニ E-N30
C E

の方向性をしめしている。顕微鏡下の観察によれば，この変朽~rlr岩の)JiiEは，玄武岩茸

の紫蘇輝石白ー通輝行安山岩である

斑 品: 斜・長石ケ〉普通輝石二，紫蘇輝石

斜・長石は， 0.5mmx0.3mm ていどの半白形結品のものが多 ν 。 ときには，長径数

mm に達するものもある。アルパイト式双品。粟片双品。累， i持構造などがみられる J

成分は， An60-70 で曹灰長石に属する

普通輝石は ， ij~ 緑色の半白形・結晶がおおい)斜長石と衷斑状をしている

紫蘇輝石は， 0.3mm><0.8mm ていどの半白形結品が多い。割目や結晶の周辺部か

ら緑泥石化して ν るものが多い、 Y ニ ij~ 褐色 Z= 対抗議色の多色性がみられる

石 基: インターサ{タル組織をしめし，おもに短時状の斜長石からできていて，そ

の聞を輝石類の微品や緑泥石。方解石および少量の破璃がうめている c このほか，磁

鉄鉱の散在しているのがみられるつ

IV.2 ーの沢層

この凶幅地域の西部にある，湯の沢 e 小滝の沢上流;'i [t!'x 。販の沢。簾舞および八.iT s別に，

それぞれ発達しているつ簾舞から八重別にかけての地域では， N30 つ W-NI0 コ E，騰の沢
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および小滝の沢地域では， N45ー E~ N800E の走向をしめしている。このように，豊平川

を境にして，北部地域と南部地域とでは，その地質構造に，ちがいがはっきりとみとめら

れる。

この地周は，まえにのべたj魚川層の上位にのっているが，直接の関係を観察できるとこ

ろがないので，不明である。また，この地屑は，仮割沢でおおわれており，その関係は，

整合である。

なお，このj山首は岩相から次の 2 つの部分にわけることができる。

IV.2.1 藤の沢砂岩。頁岩部屑 IV.2.2 簾舞頁岩部屑

IV.2.1 藤の沢砂岩。頁岩部層 [FshJ

ザ

この地層は，地域の西部にある藤の沢の中流地域の河岸に模式的な露出がみられる ο こ

のほか穴沢，湯の沢，中の沢，小滝の沢上流地時および厚別川上流地域にも分布しているョ

模式地では N 10ー E010ご W， 中の沢では N30ー W 020つ NE，厚別川上流の河岸では N

20つ Wo 20 つ NE の走向。傾斜をそれぞれしめしている。

まえにのべた，湯の沢凝灰質砂岩部層との関係は，直接，観察できるところがないので，

不明であるが，この地層が上位にあることは，たしかである。また，この地層の上位にの

っている八号沢砂岩。頁岩部層との関係は，穴沢の南方地域で観察された事実から整合で

ある。厚さは 300m である。なお，この地層の砂岩層から若干の化石を採集したが，保存

が不良で鑑定にたえないものであった。

岩質: おもに暗灰色の泥買な頁岩と，中粒または粗粒の砂岩との互層である。砂岩

の中には炭化した植物の破片がふくまれている。

IV.2.2 簾舞頁岩部層 [MshJ

この地成の北西部にある簾舞の，豊平川河岸(豊平川と簾舞沢との合流点附;11) に，模

式的な露出がみられる。そのほか，白水の沢の下流流域。八重別附;5Jこも分布している。

模式地では N708 E030ー NW ，白水の沢では N80° E ・ 15° N，八重別附近では N 45 つ E~

N60 つ E 0400~30° NW の走向。傾斜を，それぞれしめしている ο

下位の地層との関係は，観察できるところがないので不明である。上位にのっている八

号沢砂岩。頁岩部屑とは整合関係にある。おもに泥岩からできている。また，この地層か

らつぎの介化石を産出するつ

Nuculana51 う.

* 定山渓地域の東部に発達しているーの沢層と同じ層準のものである。

土居繁堆 (1953): 5 万分の l 定山渓地質図幅，同説明書，北海道開発庁を参照コ
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Cardiumsp.

Macom αsρ.

Turritellasp.

Dentaliumsp.

Linthiasp.

Foraminjferas

fishscale.

カュのツメ

plantfragments.

玄能石

岩質: おもに暗灰色の塊状の泥岩からできていて，読灰質砂岩の薄層をはさんでい

るこなお，この泥岩のなかには石灰質団塊が多くふくまれており 3 径 2m に達するも

のもあある。

従来， このよ色目は簾舞 Jr0J

とよばれて， 1934 年(昭和

9 年)に阿白;加と西旧彰ー

によって命名されたもので

あるこそして，この地層は，

@T- 1頁忠と砂穴。回目頁岩

の互開からなり，西南北海

道の八雲統{こ対比される十日

割沢府の上位とされ，岩質

および産出した若干の化石

とから，黒松内抗に対比さ 第 2 図版豊平川の河床に露出している簾舞頁岩部層と，

れていたこ 中にふくれている石灰質団塊(白川地区)

これに対し，筆者ら(ま，簾舞附近と白水の沢とで，下から簾舞頁岩部屑， jiJZ 害 IJ沢屑とい

う累重関係をつかみ，いままでいわれていた，簾舞頁岩部将が 1Ji 害Ij沢田のうえにのってい

るという事実はまったくみとめられず，逆に，\J;(剖沢屑の下位の屑準をしめしていること

をあきらかにした。

また.まえにのべた雌の沢砂岩@頁岩部屑との関係は，直接，野外で観察できるところ

がないが，穴沢や小滝の沢地域で，下から藤の沢砂岩。頁岩部居，八号沢砂岩。頁岩部)再，

1) 阿部出・西国彰一 (1934) : 前出
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板割沢硬質頁岩部層という層序をしめし，簾舞や白水の沢では，簾舞頁岩部層，八号沢砂

岩・頁岩部層，阪割沢田i質頁岩という層序をそれぞれしめしている。したがって，層序に

おいて，簾舞頁岩部層と藤の沢砂岩。頁岩部屑とは，ほぼ，同じ層準のもので，岩相の点

から同時異相の関係にあるものと考えられる。

これまでのべたことから簾舞頁岩部層は，版割沢屑の下位の層岩をしめしており，ーの

沢層の 1 つの部層として，とりあっかわなければならない。しかもその時代は，西南北海

*道の八雲統下部に対比されるものである。

J
f
i
l
i
-
-

。

E3淘段丘様層

臨窓辺府川

~5号i附頁岩部層

(私聾簾舞頁岩部層

o 2 3 40Om

第 3 図白川 i尺路査図

キ 土居繁雄(1 955 年) : 簾舞層は黒松内統に対比できるか，北海道地質要報 30 号
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。

o 20Om

第 4 図簾舞発電所附近踏査団

ETK 倹重

量事計三

重量属重買市

IV.3 坂割沢層

この止域の北西部にある八重別地域，簾舞川流域，藤の沢，上流地域，三角山南部の山

地，小滝の沢，厚別川上流にそれぞれ分布している〕模式地は，簾舞川下流の河岸である

この地層は，豊平川北部の八重別地域では， E-W~N40 つ E の走向で，北西または北に傾

斜しているニ l これに対して， 豊平川南方の地 lEX では， N-S にちかい走向をもち，小さな

摺曲をくりかえし，小滝の沢より東方地域では，東に傾斜して，等斜構造をしめしているっ

このように，この地層の地質構造は，豊平川をはさんでひじようにちがった性質をしめし

ている

まえにのべた aの沢明のと位に整合関係でのっており，黒松内 ~J またはより新期と考え

られる火山岩類や，第四紀に属する支弱火山 11責rLI 物によっておおわれている。

なお， この地屑は，岩十日によって，つぎの 2 つの部層にわけられる c

IV.3.2 t反割沢出町頁岩部屑

IV.3.1 八号沢砂岩。頁岩吉田吾

IV.3.1 八号沢砂岩・頁岩部層[I sh1]

この地層は，豊平川の北方にある八雫別の八号沢に模式的な露出がみられる。このほか，

白水の沢，簾韓川中流，藤の沢上流，小滝の沢，厚別川上流河岸にも露出しているつ八号
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沢では N40つ Eo30つ~40つ NW，簾舞Jr/r:r流河岸では N 20c~30τWo 1Oτ~15つ NE~SW，

藤の沢では， N30ヨ W 0 20~~25c SW，小滝の沢および厚別川上流河岸では N20eWｷ15ご

~20CNE の走向。傾斜を，それぞれしめしているc

おもに，硬質砂岩と硬質頁岩の互屑からできていて，層理がひじようによく発達してい

るのが持ちょうである。厚さは150mであるc なお，この地層の中から若千の化石を採集

したが，鑑定にたえないものばかりであったc

岩 質: 頁岩は，暗灰色の綾密。竪硬な泥質のものである。20cm~40cmの厚さで，

砂岩と互層している。砂岩は，暗灰青色または暗灰色の中粒から粗粒のひじように硬

質なもので，厚さは5cm~20cmでいどであるc 層理面にほぼ直角に亀裂が発達しお

り，風化面は，玉ねぎ状に崩壊しているc

IV.3.2 板割沢硬質頁岩部層(I Sh2J

この ik 層は，簾舞川の下

流の河岸に，模式的な露出

がみられる c このほか，白

水の沢流域，三角山東方の

山地，小滝の沢および厚別

川上流の河岸にも分布して

いる。簾舞川河岸では N

30"E~N 45'E 0 10士~15C

N"ん白水の沢でほ N80
C E

020亡 N，小滝の沢では N

30ー W 0 30つ NE，厚別川上
第 3 図版 白川の沢上流地域に露出している板割沢硬質

流の河岸では N-S~N30つ 頁岩部層

W·15 ご~25ヨ E~NE の走向。傾斜をそれぞれしめしている c

おもに，回目頁岩からできていて，砂質頁岩の薄属を挟んでいるご厚さは 120 m 以上で

ある c なお，この地層の中から，つぎのような化石を採集しだc

Nuculana ρernula (Muller)

Dent α百urn sp.

岩 質: 暗灰色または灰色を呈する，ひじように硬い，泥質なものであるこ層理がは

づきりしており，風化すると，角磯状にくだけるのが特ちょうである c

IV.4 簾舞熔岩 (MIl)

この H1i t~ の北西にある簾舞地域に，模式的な露出がみられる c このほか，白川の沢上流
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第 4 図版 豊平川河岸に露出している簾舞熔岩J 柱状節理が発達している c

地域および八重別の五号の沢上流地域にも発達している。五号の沢では，変朽安山岩やラ

ノレマナイ川凝i'X岩部!冨と同じ時代にふくめている凝灰白頁岩層を貫き，策韓沢信完によっ

ておおわれているこ白川の沢上流では， 1t~割沢)百の上位に，熔岩i1rT.として発達しており，

簾舞沢熔岩および八重別集塊岩部屑に不整合におおわれている c また，簾舞lUiS或では豊平

川の河岸でみられるように，簾舞頁岩部四および似剖沢田を貫いて発達し，第四紀の支努

火山噴出物や，より新期の河成段丘f在日物によっておおわれているご

rr古川青色の国い撤密な岩石で，石英の斑品がみとめられるっそして，きれいな住状節団

が発達しているのが特ちょうであるョなお，簾舞地域では，黄鉄投;化作用をいちじるしく

うけているところもある c

斑品: 奈l 長石土紫蘇輝石〉普通輝石〉石英

斜ー長石は， 自形ないし半白形を呈し， 累帯構造が発達している An'O-45 で中性長

石に属する c なお，一部は緑泥石にかわうてV るものもある

紫蘇輝石は， 1炎緑色の半白形結晶で，緑泥石イとしてν るものが多い J

普通輝石は， jjt緑色の半白形佑品が多く，紫蘇商石の反応縁で]琵固まれているもの

もみられる。双品しているものが多いご

石英は， O.5mm ていどの融蝕形を呈しているものが多」、 c 結品のまわりには，長石

または緑泥石が附着していて，反応縁のような状態がみられる c

石 基: 微品質で，細粒状の斜長石のあいだを， ~皮璃がうめている c このほか緑泥石

e 石英。磁鉄鉱。黄鉄鉱などが散在しているこ

IV.5 硬石山石英安山岩 (KaJ

定鉄石切山駅の北西にある硬石山(標高 397 m) をつくっている岩石で， 石切山から離

の沢にいたる豊平川の河岸に，きれいな柱状節理をみせながら露出している。このほか，

藤の沢駅の南方にある穴沢の標高 317m の山地にも露出しているコまえにのべた簾舞頁岩
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部層および磁の沢砂岩。頁岩部屑を貫いている。板割沢層や，その上位に発達して黒松内

統に対比されると考えている石山層との関係は，観察できるところがないので不明である

が，石山層の下部と考えている清滝砂岩部屑の疎岩の中に，角閃石石英安山岩礁を含んで

いるので，いちおう，その時代を，板割沢層の堆積以後，石山層堆積以前と考えたc

第 5 図版 硬石山石英安山岩の露出。

柱状節理が発達している。

この岩石は，暗緑色の祖粒なもので，角閃石や石英の結lZがみとめられ，黄鉄鉱化作用

や緑泥石化作用をうけている。

斑晶: 斜-長石下角河石〉石英〉輝石

斜長石は， 自形た;土半白形結晶で，双品や累帯構造がいちじるしい。多少分解して

いて，結晶の内部は，3;皮璃ーなどで汚濁されているものや方解石也しているものが多 \"8

An35-55 で中性長石に属する。

角閃石は，長径 2mm にも達する結品で詰品のまわりはオパサイトにかわヲてい

るものが多ν。このほか，方解石化作用や，緑泥石イヒ作用をうけている c X=決黄緑

色。 y=黄緑色。 Z=濃緑色の多色性がある) CZ二子15。である。

石英は，融蝕をうけて，丸味をおびたものが多い。中には，複六方錐の白形結品を

しているものもある。包裏物として，少量の攻璃がみられる。

輝石は，他形結晶で，全く緑泥石化あるいは方解石止してV るので，普通揮石と紫

蘇輝石の医別はヮかなν っ
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石 基: 微品質で， 0.02 mm 以下の細粒の石英がモザイック状にある。緑泥石・波璃

・破璃もみられる c 黄鉄鉱や磁鉄鉱が不規則に散在している。

IV.6 小滝の沢熔岩 CK l)

~~駒内川と小滝の沢との合流点附 j!l:に，模式 f~;; な謀出がみられる。このほか，簾舞峠と

三角Ll rとにはさまれた山地，鳥居沢と湯の沢とのあいだにある標高 533m の突出した山

地，および能舞川中流流域にも分布しているコこの熔岩は，漁川屑， _0 の沢屑および H~ 剖

沢層を貫き，惇;岩流としてこれらの地屑を不整合関係でおおっている。そして，新期の簾

舞峠溶岩。三角山信吉のほか支努火山噴出物や岩屑 tit 植物に不整合におおわれているつ

この惜計は， I店 lヅ Iす色から II白以色の堅 1定的宮、な，紫蘇時石庁通輝石安山岩であるつ

斑 品: 斜・長石\、普通輝石一紫蘇輝石

斜長石は， 白形または半白形の結品で，累市博造がよくみられる。 An30-60 で中性

長石から曹灰長石の成分をしめしてヤるつ

普通輝石は，決緑色の半白形の大!I.~の倍品で，周辺部から方解石にかわっているも

のもある。

紫蘇輝石は，普通輝石にくらべて変質がいちじるしく，ほとんどのものは，結晶の

周辺部宇野間一割目にそって，方解石に置換されているつこのほか緑泥石にかわワて

いるものもあるュほとんど多色性をしめさないコ

石 基: ハイアロピリティック組織を呈し，微細な針状または短冊状斜長石のあいだ

を，無色の.!Jl i璃がめて ν るでこのほか，方解石にかわった輝石・黄鉄鉱。磁鉄鉱が

散在しているつ

IV.7 簾舞沢熔岩 CMlzJ

この熔岩は，この地域の北西の i再々にある抵石L! r (標 i古 820.7 m) の基民を構 IJX:してい

るもので，この地域の北西部に広く発達しているっーの沢層。版害 IJ沢岡・簾舞熔岩を不整

合におおい，八重別集 1鬼E部屑および砥石山熔岩によっておおわれている。

丹、観は， i白川色から Ilit 緑色の均質な 'tH 岩で，理!?!のあまりみとめられない，昔通輝石紫

蘇輝石支山岩であるつ

この熔岩については，草者の一人土居が，すでに定山渓図幅および同説明書の中で，抵

*石山熔岩という名称を用いて記載し，時代はオミバーとしてあるつしかしながら， この間隔地

域の地質調査をすすめた結果，砥石山を構成している岩石は，定山j実地質図l幅のなかで，

*土居繁雄 (1953) : 5 万分の 1 定山渓図幅説明書。
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砥石山熔岩とよんだものと，全く性質のちが勺た熔岩からできて(.ることが!リJ らかになっ

たこ

したがって，砥石山を構成している熔岩を抵石山熔岩とよび，この某程を構成していて，

いままで砥石山惜岩とよばれていたものは，簾罫沢熔岩という名称を用いた。なお，簾舞

沢熔岩の|時代については，収書iJ沢居までも不整合関係でおおい，黒松内明と考えられる八

垂別集塊岩部屑におおわれていること，およびこの熔岩の岩11ーから，いちおう，噴出の時

代は黒松内期と考えて問題はなかろう c

斑品: 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

斜長石は，柱状ないし拍子木状を呈し，累帯構造がいちじるしい。成分は中性長石

から曹灰長石である c

輝石類は，ほとんど緑泥石にかわワているほか，方解石に置換されているものもあ

るに紫蘇輝石は，はほとんど多色性をしめさな U九普通樟石は， しばしば、双品をして

む、る。

石 基: ハイアロピリティッグ組織を呈する。斜・長石の小さな柱状詰品のあいだを，

ジンアイ状物質をふくむ波璃が理めているご微細な磁鉄鉱が散在している。

IV.8 石山層

この地層は，地域の西部にある八重別@藻南公園および，地城のほぼ中央部にある清滝

地域に発達している。下位の収書Ij沢田。簾舞熔岩および簾舞沢熔岩を不整合におおい，新

期の火山岩類および、第四紀の支劫火山噴出物によっておおわれているつ岩相により，つぎ

の 2 つの部層にわけることができる

IV.8.2 八重別集塊岩部層

IV.8.1 清滝砂岩部層

IV.8.1 清滝砂岩部層 (KsJ

この地層は，藻南公園附;5:・山部川上流@厚別川の厚別の滝下流左岸。清滝南方の 539.2

m 山山麓部および漁川中流などに露出している c 模式的には 539.2 m 山附近および厚別川

でみることができる。一般に露出が狭小であり，また散点台りなので，ほかの第三系との関

係はあきらかでない。しかし藻南公園附近の露出では，板割沢屑以下の岩層および、硬石山

石英安山岩から由来した礁をふくんでおり，いちおう，板書1J沢層。硬石山石英安山岩より上

位の地層であることはまちがいない己また藻南公園では八重別集塊岩層に漸移し，模式地

では厚別川熔岩に，ほかの露出地域では第四系の堆積物でおおわれている。全般的に N10 う

--25 コ W の走向と 20 つ--30 コ NE の傾斜をしめす c ただ模式地附 ;11 では，ほとんど水平に;5:
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い構造をとっている。これらの構造から，模式地の岩相は下部をしめし，持南公園・山部

川上流。厚別J[! 0 魚川などに蕗出する{~;相は，上部にあたるものと考える。したがって厚

さは約 500 ill 十である。

第 5 図 厚別の沼下流左岸の見取凶

K: 清滝砂岩部層 T: 中位段丘礎層?

s: 島松浮石部層 W: 支妨:陪倍凝灰岩

al-a2:不整合線

岩 質: -F 部は，ほぽ無層理の訪日景灰色をしめす凝灰質細粒~中粒砂岩で構成され，

上部は手石覧会砂岩。頁岩。黄禍色凝灰岩などの薄互層からなワている。上部の互層

部 lこは， しばしば拳大の砂質団球をふくんで ν るが， 'i t石は発見できなか ο たっ

IV.8.2 八垂別集塊岩部層 (Hag]

この集塊岩は，八@別の同市の標日 ij 530illnt; 6:を中心とした山地を構成しているつこの

ほか，函南公園の豊平川河岸にも露出しているここのよむ 1丙は，八2T~別では，まえにのべた

ほ割沢居。策舞沢俳岩および簾舞熔岩を，不整合におおっている。

この集 J見守肝は，普通輝石紫蘇時石支山 ;F722 の日吉町色の t~i 位な:支 rTr 岩の礁のあいだを，

凝!死岩でうめているものである。

斑晶: 斜長石〉紫蘇輝石普通輝石

斜長石は，自形のものが多く，累市構造がいちじるし Uら

輝石は，普通輝石および紫蘇輝石ともに融蝕されて νて，磁鉄誌を包裏しているョ

- 19 ー



紫蘇輝石は多色性をほとんどしめさな lρ 。

石基: ノ、イアロピリティック組織を呈し，禍色ジンアイ状物質を多量にもづ破璃を

主とし，斜長石の小さな柱状倍品を少量ふくんでν る c ところによワては，その波璃

質の部分に流理構造を鮮明にあらわしているものもある 3

第 6 図版 豊平川河岸に露出してν る八垂別集

塊岩部層(藻南公園)

V 時代未詳火山岩類 (新第三紀~革問紀? )

この地域に発達している火山岩で，およその時代をきめることのできる資料が全くなし

しかも，岩質の点からみて，いちおう新第三紀の末明から第四紀にかけて活動したと考え

られるものを一括して，時代未詳火山岩類としたご

V.l 漁岳熔岩 eZl)

この地域の西南隅の空沼岳から連なる南部の尾根をつくっている c これは，図柄JillJ域外

にある j魚、岳をつくっている惰岩であるご鞍罵越変朽安山岩をおおい，新期の空jEE熔岩や

岩屑堆積物におおわれている
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褐色をおびたII問先;，~色の倣密な熔~lfで，昔通輝石紫蘇輝石安山岩であるこ部分的に集塊

熔宕または角棟岩状のところもみられるつわずかに禄泥石化作用をうけ，硫化鉱の鉱染し

ているところもみられる=

斑晶: 斜長石シ紫蘇輝石J 普通路石

斜長石は，白形または半白形を呈し わず、かに累帯構造をしめしている An73-8o

で主灰長石の成分をしめしている

輝石類は，緑泥石に交ワているものもある亡紫蘇輝石はほとんど多色性をしめさな

し、 c

石 基: ハイアロピリテイザク組識をしめし，微細な斜・長石。輝石類の結品のあし、だ

を，ジンアイ状の披璃がうめている。

V.2 策舞峠熔岩 (M1 2J

この熔岩は，地域の西部にある簾舞Ji r:? の北部に発達している。 漁1，] 11 居。ーの沢層。 iii 割

沢屑および小滝の沢熔1[1を不整合におおい，野の沢熔岩および岩屑堆積物によって，おお

われている c

古川色の泊密堅四な岩石で，斜長石の斑品が目立っている

斑晶: 斜長石〉紫蘇輝石ツ普通輝石

斜ー長石は， 白形を呈し新鮮なものが多Ii、。双品ヂ累;市構造が発達している c 成分は

An6o-7o で官民長石に屈する。

紫蘇輝石は，長柱状の白形結晶がおおく， X= 淡赤褐色。 y =rJ~ 褐色。 Z= 緑色の

多色性をしめしている。

普通輝石は，短柱状の半白形結晶が多く， jjt 緑色を呈し双品をしているものが多

し、ハ

石 基: ハイアロピリテ千ザグ組識を呈し，おもに短冊状の斜長石と，珠璃からでき

ているへそして，その中に紫蘇輝石の微品守口磁鉄鉱が散在している

V.3 三角山熔岩 (SO

この情岩は自民の西部にある氏駒内川と，顧の沢とにはさまれた地問のほぼまん中に

ある三角山(標 I苛 654 m) を lド心として発達している J ーの沢層および小滝の沢熔岩を不

整合におおい，新明の岩屑堆積物によって，おおわれているつ

育問色の 7悦密宮町な， t'l 長行の斑日 iがはっきりしている，昔通輝行紫蘇輝行交山岩であ

る。

斑晶: 斜長石〉緊蘇輝石普通輝石

斜長石は，白形を呈し，累， i!? 構造が発達し曹灰長石に屈するく J
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紫蘇輝石は，長柱状の結品で， X=淡黄褐色・ Z=淡緑色の~~v、多色性をしめして

し、る。

普通輝石は，思柱状でj完結色の結晶で，双品をしているものが多いっ

石 基: 細い拍子木状斜長石のあいだを，披璃がうめている。このほか，磁鉄鉱の微

粒が散在している。

V.4 野の沢熔岩 (N lJ

この熔岩は，藤の沢と簾舞川とにはさまれた地域の，標高 662m および標高 564m の突

出した山地をつくっている。 1反害 I]沢層および簾舞峠熔岩を不整合におおい，新時 jの岩屑堆

積物によって，おおわれている。

暗吠黒色の散密堅回な岩石で，わずかに斜長石の斑品がみとめられる台角閃石普通輝石

紫蘇輝石安山岩である。

斑 晶: 斜・長石二一紫蘇輝石〉普通輝石〉角閃石

斜長石は， 白形を呈し，官灰長石に属する。累帯構造はあまり発達していないコ

紫蘇輝石は，長柱状の結晶で，周囲が融蝕されていることが多い。 X= 決禍色。 Z=

淡緑色の弱 ν多色性をしめしている。

普通輝石は， O.lmm ていどの小さな結晶で，淡緑色を呈しているつ

角閃石は，短柱状の結晶で，周囲に多色量がみられる。 X= 淡黄色。 y= 黄禍色の強

ν多色性をしめしている。

石 基: ハイアロピリテ-1 ''/ク組識を呈し，微細な針状あるいは短冊状の斜長石のあ

いだを，無色の破璃がうめている。このほか，輝石類の微品や磁鉄鉱の微粒が散在し

てν るつ

V.S 砥石山熔岩 (Tl)

この地域の北西隅にある砥石!日(標高 826.7 m) をつくっている熔岩であるこ l 簾舞沢熔

岩をおおっていることは明らかであるが，ほかの法府との関係は全く不明であるコ

B奇!石黒色の密な岩石で，会 l長石の斑!日がはっきりとみとめられる，普通輝石紫蘇輝石

支山岩である。

斑 晶: 斜ー長石紫蘇輝石〉普通埠石

斜長石は，百灰長石附近の成分をしめし，累帯構造がいちじるしし九

糧石は，斜方および単斜の両輝石とも半白形ないし他形をしめしているコ

紫蘇輝石は，多色性をほとんどしめさない。

石 基: ひじように斑品の多いハイアロピリテイザグ組織を呈しているっ微細な柱状

￠斜長石のあいだを，決視色の珠璃がうめていて，少量の輝石と磁鉄鉱をふくんでい
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るコ

V.6 島松山 J溶岩 (Sh lJ

この地域の東部にある島松山(標高 512.2 m) をつくっている熔君である。 下位の地層

との関係は，全く不明である c この熔岩を野 I院何が不整合におおい，さらに支努火山噴出

物や刀寒火山町 JI"'J におおわれている。

日吉川百色の~:i j密な岩石で， ];'1 長行や輝石類の斑!日がはっきりみられる， I普通輝石紫蘇輝

石安山岩である。

斑晶: 斜長石ご、紫蘇輝石〉普通路石

斜長石は，白形または半白形結品で，双品しているものが多く，内部から攻璃によ

ワて汚染されているご An50 附近の成分で，中性長石である。

紫~t' fl£軍石は，白形または半白形精品で， Y=IJ~ 視色。 Z= 淡緑色の ~~v 、多色性をし

めす c

普通輝石は，半白形結品が多く， iJ2 緑色で・双品しているものが多ーいっ

石 基: おもに破璃と斜長石の微品からなり，ノ、イアロピリテイザク組織を呈してい

るコそのほか，普通輝石。紫蘇輝石の 1~Z 品がみられ，磁鉄鉱が散在している。

V.7 厚別 j川 J溶岩 (Atl)

地域の l;I 央部の，厚別川とラノンマナイ川とにはさまれている山地の，ほぼ中間にある，

諜 539.2 m の突出した \\\1 止をつくっている ι情岩である。石 Ill!;"'! にふくめられる清滝砂岩

ι~ヨを不整合におおい，新引の支拐火山 \~'l 出物によって，おおわれている。

店目黒色の机密な岩石で，判長石の斑品がわず、かにみられる，??通時石紫蘇輝石交山岩

である

斑晶: 斜長石\紫 ~(t 1z~軍石:普通輝石

斜長石は，白形ないし半白形の結晶で， 3;定璃によワて汚染されている=累帯構造が

発達してし、るつ An60 附近の成分で，百灰長石に属する。

紫~rttf.輝石は，白形な ν し "F' 白形結品で， y= 淡褐色。 Z =lj~ 緑色の多色性をしめし

て U、る U

普通輝石は，決結色で，三 lz 自形結品のものが多い。

石 基: おもに玉虫璃と，細い短冊状の斜長石とからできていて，ノ、イアロピリテイザ

ク組議を呈している。そのほか，普通輝石。紫蘇輝石の微品がみ、られ，磁鉄鉱も散在

している。
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V.8 白旗山熔岩 CSi lJ

地域の北東部にある白旗山(標高 32 1. 5 m) をつくっている熔岩である。里子幌層・高位

段丘堆積物・支拐火山噴出物および月寒火山町層に，それぞれ不整合におおわれている。

なお，下位層との関係は，観察されるところがないので不明である

晴天青色の激密堅硬な岩石で，斜長石および輝石類の斑品がみられる，普通輝石紫蘇輝

石安山岩である。

斑 晶: 斜・長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

斜長石は，白形ないし半白形を呈する，新鮮な結晶である。 An35-50 の成分で，中

性長石に属する。

紫蘇輝石は，半白形緒品で， y= 淡禍色・ Z= 淡緑色の弱旬、多色性をしめしている。

普通輝石は，淡緑色の半白形結晶で，双晶をしているものが多い。

石 基: おもに改璃と短冊状 a' 奈|長石からできていて，ハイアロピリテイザグ組織を

している。このほか，普通郡石。紫蘇輝石の微品がみられ，磁鉄鉱が散在している。

V.9 焼山熔岩 CYk lJ

地域の北東部にある焼山(標高 26 1. 3 m) をつくっている熔岩である。 野|院居。中位段

丘堆積物。支勿火山噴出物および月寒火山灰層によって，不整合におおわれている。この

ことは，まえにのべた，白旗山熔岩と全く同じである c なお，下位層との関係は，観察さ

れるところがないので，全く不明である。

青町色または褐色の粗粒な岩石で，会 i長石の斑 17i の多い，普通輝石紫蘇輝石安山岩であ

る。

斑晶: 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

斜長石は，中性長石~菅灰長石ぐらいの成分で，自形ないし拍子木状をしており，

ときには破砕形を示すものもある。

輝石類は紫蘇輝石が多く，磁鉄鉱を包裏している c 紫蘇輝石はほとんど多色性をし

めさない。

石 基: ハイアロピリティック組織を呈する c 短柱状の微細な斜長石のあいだを，黒

視色ジンアイ状の政璃で埋れている己わず、かに流理構造がみられる。少量の磁鉄鉱が

散在している ο
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VI 第四紀層および同時期火山岩類

地形のところでふれたように，この地域の東半部の丘陵性の台.1'(与を構成している地質系

統は，いろいろな層準の洪積層である。この洪積層は段丘面との関係から新。!日の 2 つの

地屑にわけることができる己

!日期の洪積層とよばれるものは，この地域の最も高い段丘面 (PI 面)によっても切られ

る地層で，野幌層がこれに属する。また，新期の洪積層とよばれるものは，いわゆる段丘

堆積物を意味し， 300m~350m 面(Dl面)にのるもの， 180m~200 m (DUl 面)，およ

び支第火山噴出物を介在する 50 m~100 m 面 (Du2 面)をつくっているもの，岩屑堆積物，

崖錐および火山氏屑にわけられる。

さらに，この地域を解析して流れている河川の沿岸，とくに，豊平川や漁川の沿岸には

河成段正 (PI 而)が発達しているが，これらの一部はあきらかに洪砧世末店に形成された

もので，その正にのっている砂牒日の一部は，洪積層に属している。

IIド百円は，河川の沿岸にみられ，現河I~d町長物と，河成段正堆荷物をもおおって発達し

ている長新期の火山灰同もふくまれる ο

つぎに，これらの地層について，古いものからのべてゆくことにする

VI.1 ;Q?百店熔岩 (SoU

地i或の西南隅にある空沼IE (標高 1 ，251 m) を構成している熔岩である=空沼岳の南部

から図幅外にある真簾沼にかけて，平坦な '~ft主計五の面を残して発達して l ~るものであるご

鞍馬越変朽友山岩や漁岳熔岩を不整合におおっている。

日吉主J~色から暗灰色の堅四椴密な紫蘇輝石普通輝石安山岩である ο

斑品: 斜長石〉史蘇輝石=普通輝石

斜長石は， 0.5mm~ 1.5mm ていどの自形または半白形を呈する。双品をしている

ものがおおし累帯構造が発達してν る c そして，輝石や磁鉄鉱の包衰物が多し、。

紫蘇輝石は， X 0 Y=N~禍色。 Z=決緑色ないし無色の多色性が U、ちじるしい。

普通輝石は，決緑色の 0.1 mm~0.2 mm 位の粒状の結品で，融蝕されている c

石 基: やや斑品の多いハイアロピリティック組織をしめしている。政璃のなかに柱

状の斜長石に輝石および磁鉄鉱の微粒が散在している c 柱状￠斜長石は，そのならび

かたに，やや方向性がみとめられる c

- 25-



VI.2 野幌屑 (No)

この地域の東部にある焼山。白旗山。島松山を結ぶ線の北東部 lこ発達し，厚別。輪厚な

*どの台tillの基盤を構成している。この地層の上位を，新期の地層がおおっているので，谷

に沿った狭小なところに露出している。この地層の下位にある'~~山。白旗山。島松山など

の熔岩類との関係は，観察できる露出がないので，関係不明のことが多い。しかし，野幌

**層には下位岩屑の陳をふくんでいる。したがって，上にあげた俳岩類を不整合におおって

いるものと考えて，さしっかえないであろう。この地屑の上位を，支拐火山噴出物。厚別

砂疎屑。月寒火山灰屑などが，不整合におおっている。

おもに，砂棟。粘土からできていて，およそ泥質相と，砂 1"I相とにた別できるが，各相

の分布および屑序関係はあきらかでな l·) 0

泥質相は，おもに三里塚附j庄の沢。仁井別川下流流減。島松沢などに発達しているコ砂

質粘土を主体とし，合疎砂の薄層をはさんでいる。

岩 層: 粘土層は，緑青色または灰青色で，風ノとすると灰緑色にかわり，や宇凝灰岩

のようになる c 粘土層の中には， しばしば植物破片をふくんでいる c

砂TZ相は，おもに白旗Lfr • '吐LlrtJ:と、の山首に 7店主してしユる。砂屑を主とし，円疎屑。火

山!売買砂層をはさんでし)る。

岩 質: 砂層は)炎視色または灰白色で，中粒~粗粒の砂でできている。一般に火山

灰質のもので，回結は不充分で、ある。また，偽層がU、ちじるしく発達しているご焼山

山麓部では，拳大から人頭大の円傑層の発達がU、ちじるしし、つ

VI.3 高位段丘陳屑 CTr1 J

標高 300ill~350 ill の平出面のとにのっている疎屑である J かなり)よく分布しているら

しいが，実際に，野外で観察できるのは，白旗山三角点附i5:であるつ

標式地では，挙大から人主(大の円探および亜円礁の棟居からできている。ほとんどが下

位の芦屑の牒で，白旗山;:;;~~jのほか，石英f[lllij岩。変朽友山岩などの円!擦が多い c このよ

うな事実は，他の地点から .diばれた礁であることがうかがわれるコ

VI.4 中位段丘践を層 CTr2J

標高 200 ill~250 ill の平坦而の上にのっている操居である。白1jj~山北部の山地。 :I，c;，'tr rJ の

牢 模式地は，野幌丘陵である。

料 模式的には，白旗山山麓部。仁井別川上流などでみられる。
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本

山陵および厚.別JiU二流が流出を北東から南に変る標['~ 250m 附近に謡出している寸そし

て，あとからのべる支努火山噴出物によって不整合におおわれている。

おもに，拳jJ以下の円牒および亜円際からでさており，陳は頁岩。輝石支山岩および~~

朽支山吉などである

VI.5 支坊火山噴出物

この図幅地Jv£の東半JR;に広く分布している}おもに浮石賀凝!火宕および熔結凝灰岩から

構成されている。新市三紀の地周はいうまでもなく，第四紀の野Ip晃層。 I弓位段丘疎開およ

び中位段丘棟四を不整合におおい，厚別砂保tl~や月京火山!ぽ屑 lこ不整合関係でおおわれて

いる

なお，この火山噴出物は，岩十日からつぎの 3 つの部国に区分することができるコ

VI.5.3 竪平浮石部開

VI.5.2 ~ど努情結凝灰岩

VI.5.1 島松沼石部屑

この火山噴出物は，はそロくから石山凝灰岩層という名称でよばれていたものであるが，

1953 年に，筆者の一人土居は，白老地方の調査をおこない， この火山噴出物を支努泥熔
~二本

岩という名称を用いて，一括して熔結凝灰岩としてとりあづかった。そのご 1954 年か

ら，石山凶幅地域の調査をおこなづた結果，支努 i、iE·J 溶岩としてとりあっかワたものは，

i手石質凝灰口または火山灰層と熔結凝灰岩とにはっきりと民別され， 3 相ないし 5 相に
*ヰ:*

わけられることが，あきらかにされた しかしながら，全体を通じて.合角閃石石英普

通輝石紫蘇輝石安山岩質のものであって，一連の火山活動の所定と考えられるので，従

来の石山凝灰岩層または支勿泥!溶岩は支努火山[噴出物としてとりあっかうのが適切であ
本*ョド*

ることを，あきらかにしたっ

VI.5.1 島松浮石部層 CShl]

治、川上流。 j手JJ iJ川上流および dJ1 布川ト j甘くの河岸にだけ露出しているゥ模式地は， {魚川の

ラノレマナイ沢との合流点より上流の河斥である 新事三紀何。同時 ltfl の火山吉類。野幌!荷

。 i元 f ，'r: 段圧 J!f:H(物および ri CI 位段丘 Jit 店物を，不整合におおっており，この浮石店の土位に

支務取結凝灰岩が完達している

*露出が僅少なので，地質[2<:1 中には塗色されていない〔

料土居繁雄。小山内 f~~ (1955): 北海道の熔 j桔凝灰岩地球科学 23 号

*** J二居繁雄。小山内 照(1 956) : いわゆる支坊泥J溶岩について地質学雑誌VoI. 62

料料 土居繁雄(1953) : 5 万分の 1 i 白老 j 凶幅説明書 北海道地下資源調査所
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第 8 図 漁川中流部の島松詑石部層の岩相および厚さの変化，下位層との関係

1 砂岩・頁岩互層 2 粘土層 3 砂層 4 砂諜層 5 坦木

6 浮石質凝灰岩 7 1i襲層(基質は火山灰) 8 熔倍凝灰岩

Ks 清滝層 No 野幌層(露 i出狭小なので地質図には図示して νない)

Tr2 中位段丘傑層(地質図には図示していない) Shl 島松浮石部層

Sh2 支坊;情緒凝灰岩 A ラルマナイ川 B イチャンコッぺ川

灰白色ないし淡紅白色の凝灰岩で，拳大から人頭大のj手石牒および安山岩片をふくんで

いる。一般に粗しようである。模式地では，この浮石部層の下部に ， i手石疎や安山岩礁か
らできている砂棟屑および凝灰質の粘土層をともなっている。

岩相の変化は，垂直的にも水平的にもあまりちがわない。しかしながら，支勿湖にちか

い漁川流域では，より遠くはなれている北部の厚別川流域にくらべて，浮石陳をふくんで

いる度合も多く，浮石礁の大きさも大きし集塊岩状をしめしているが，後者は凝灰岩と

いうものである。

VI.5.2 支第熔結凝灰岩 (Sh2J

この地域の東半部のほとんど全地主主に，広く発達している。模式地は漁川流域であるコ

まえにのべた島松浮石部層の上位にかさなり，この熔結凝灰岩の上位には豊平浮石市層が

発達している。
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第 7 図版 支努火山噴出物の露出(島松沢)

Sh2: 支勿熔桔凝灰岩

Sh3:豊平浮石部層

住状節理が発達していて，溶岩流のような外観を呈する合石英角閃石普通輝石紫蘇輝石

安山岩買のものである ο 暗灰色を呈し，安山岩礁・黒色頁岩棟。浮石礁を多くふくみ，凝

民質角疎岩状あるいは凝売買集塊岩状である。

岩十日は，一様ではなく，水平均 lこも垂直的にもかなり変化している。

例えば，漁川下流では，流理構造の発達がいちじるしく，黒曜石のはさみをふくみ，

;溶岩流のようにみえる凝灰角諜岩状の部分が発達している。ところが，ラルマナイ川ヤ

i魚川上流では，板状に剥げる性質をもっ角磯凝灰岩‘状となり，ラルマナイ川上流では，

暗赤褐色のまワたく集塊岩状のものが発達している。

垂直的な岩相の変化をみると，情岩流状の堅い相の，その上下にやや粗しような凝灰岩

状の相をともなっているバ厚さは，かなり所によってちがっているようであるコすなわち，

i魚川流域では 130m 以上，厚別川流域では 25 m-30m であって，大きくみると， この地

域の北部にゆくにしたがって薄くなる傾向がみられる。

VI.5.3 豊平浮石部層 CSh3J

この地域の東半部以との地域に!よく分布しており，この図幅の北につらなる札幌図幅 lこ

も広く発達している。支努府高占凝り〈岩のと位[このり，厚別砂J諜屑・月寒火LlrD(居。河岸段

丘町葉層および新期火山灰田などに，不整合関係でおおわれている。しかし，西部地域また

は東部地域で、は，島松山浮石有国や支努熔結凝灰岩を欠いて，直接，新第三紀屑里子!院層・

第四火山岩類の上に，不整合にのっている。

淡桃色あるいはの白色の粗しような凝灰岩で，多量:の浮石疎や火山岩の小さな疎をふく

んでいるコ全般を通じて岩十日の変化にとぽしく，ほとんど屑理をしめしていないコまれに
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局部司にi手石傑や安山岩諜が万ー級されて，かすかに層理がみとめられるところもあるつ

第 8 図版支妨火山噴出物の露出(石切山〕

Sh2:支妨熔活凝灰岩

Sh3: J，jlt平浮石部層

Tr3:厚別砂諜層

アシ')-X吋

VI.6 厚別j砂際屑 CTr3 J

この地域の東部および北部には，標高 100m 以下の平坦両が発達している 3 これを低!立

段丘面としたことは，すでにのべたとおりである c この段丘百をつくる，砂疎を主とした

堆積物を厚別砂疎屑とした。

模式地は，地域の北東部にある厚別(清田)の，札l院から千歳に通ずる道路の切割であ

る。豊平浮石部層を不整合におおい，月寒火山民層でおおわれている。

どこでも，まえ'にのべた豊平浮石部層の hに，直接のっているので，構成している物ロー

は，支努火山噴出物から由来したと考えられる火山花賞のものであるコ地層の厚さは， 7m

以下である。

岩 質: 火山灰質の砂。浮石粒などを基質とし，その中に支坊火山噴出物から洗い出

されて，分級された，火山岩類や新第三紀層および司時期の火山岩類の/J、礁をふくん

でいる c 灰白色を呈し，分級作用をうけ，葉理の発達がいちじるしく，偽層がしばし
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第 7 図 漁川下流川端附近の露出

Sh3:虫平浮石部層 Ash: 厚別砂礁層 Tk: 月寒火山灰層

Tal , Ta2: 新期火山灰層 A: 腐植土

ばみとめられる c

よくみると，基質の砂は，石英粒。輝石粒。浮石粒からできており，ひじように粗

粒なものから細粒のものまでみられる

なお，この地層は，この図幅地域だけでなく，北部につらなる札幌閃幅の南部および，

東部につらなる忠ほ図幅の西部Ii.どにも発達しており，かなり広い範囲に分布している

分布している地域は，標高 100m 以ドで， しかもこの堆積物の面は，この地域は発達して

いる伝位段正面と考えられる c したがって，この堆積物を，低位段正堆積物として，とり

あっかつても問題にならないであろうっ

第 9 図版 厚別砂礎層のilf出(三里塚)

VI.7 岩屑堆積物 (Ts)

この地成の丙南l唱にある空沼岳の東側および藤の沢南市にある三角1110564 m 三角点の
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山麓には，かなり広い，緩い傾斜面が発達している。この傾斜面は，うえにあげた山地と

は，地形的にあきらかに区別され，山体からくずれ落ちた安山岩塊。巨瞭および粘土を主

とする堆積物でできている。

空沼岳の東側に発達しているものは，この地域をワくづている岩石と全く同じもので，

礁は，変朽安山岩。紫蘇輝石普通輝石安山岩‘。普通輝石紫蘇輝石安山岩などである。

藤のj尺南部地域に発達しているもの守， 662.7m 山守 564m 山のまわりに分布してい

るものは，合角閃石普通輝石紫蘇輝石安山岩礁がおおく，三角山のまわりに発達してい

るものは，普通輝石紫蘇輝石安山岩傑が多い。

礁の大きさは， lO cm~30cm 大のものが多しそれには，数 m 以上もある巨礎もふ

くまれている。

VI.8 崖 錐(堆積物) (Tas)

地域の北西にある， 硬石山(標高 371 m) の北部山麓・八号沢附近および 5 号の沢附近

には，沢にむかつてゆるく傾斜した地形面が発達している。この地形面をつくっているも

のは，ほとんど背後の山地から崩壊した岩塊や砂。粘土などである。このような堆積物を

一括して崖錐堆積物としてとりあづかった。

この堆積物は，沢に沿って発達している，比高 lm~2m ていどの河岸段丘面にきられ，

しかも侵蝕をかなりうけている。したがって，あとからのべる高位河岸段丘堆積物あるい

は，すでにのべた低位段丘堆積物(厚別砂陳層)堆積当時の，扇状地堆積物などではない

かと考えられる。

VI.9 月寒火山灰層 (Tk)

地域の東半部の，おもに第四系でできている台地のほとんど全域に，広く分布している。

模式的な蕗出は，札!院から千歳を経て，室蘭に通ずる室蘭街道の切割に沿って，みること

ができる。野幌層。支第火山噴出物および厚別砂陳層などを，不整合でおおい，地域の南

東部では，最新期の火山灰層でおおわれている。

この地層は，赤土とよばれているもので，構成物は，粘土化した火山灰である。地域み

北にゆくにしたがって，粘土化がすすみ，北に連なる札幌図幅の南部では，ほとんど粘土

になっている。ヨとんど，層理をしめすことはない。

厚さは，一定していないが， 2.5m をこえることはない。

なお，この火山灰層は，ほぼ現在の地形面にそって堆積している。しかし現沖積面で

はみとめることができな l)。しかも，南東部では，あとからのべる樽前火山のI噴出物と考
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第 10 図版穴沢から 564m 山を望む。突出した山は合角関石普通輝石紫蘇輝石安山岩(野の沢熔岩)から

できており，そのまわ習の平坦蕗は岩暦堆積がのっている。



積世の初期の堆積物と1]えられる

えられる火山茂屈でおおわれていることなどから，いちおう正部洪積世末期あるいは， ;中

*

20

/0

第 8 図漁川下流域の地層断面

Sh2:支努熔桔接灰岩 Sh3:畳平浮石部層

Ash: 厚別砂諜層 Tk: 月寒火山灰層

Tal , Ta2: 新期火山灰膚 al-a2: 漁川川面

a3-a4:森林軌道面

VI.10 河岸段丘堆積物

この地 1~1~ の中を流れている里平川ゃ;魚川の;市民に河岸段丘の発達がみられる c ほかの河

川の流域には，ほとんどみとめられな G~o この理由は，水系のほとんどが，第四紀系の中

を流れているので，陳の供給が充分でなく， しかも火山噴出物がおおく，堆積しでも侵蝕

され易いためと考えられる。

豊平川流および漁川下流流域に発達している河段丘は，大まかに，百 1\l 河岸段丘と低位

河岸段圧の 2 段にわけられる。

IV.10.1 高位河岸段丘楳層 [HgJ

地域の北河部を流れている豊平川の沿岸 l乙川床面からの比高が 40m~50m におよぶ

段丘町が発達していて，砂疎屑をのせているご模式地は，藤の沢と簾舞とのあいだの豊平

川の南岸である 3 ここでは，豊平浮石部屑をあきらかに不整合におおって G ~るのがみられ

*小山内 照・杉本良也・北川芳男 (1956) : 5 万分の l 札幌国幅説明書 北海道地下

資源調査所を参照。
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るほかは，上位の地層との関係は，全く不明である。また，模式地では，段丘面は，豊平

川に向って，ゆるく傾斜しており，侵蝕をうけて，ややこわされているが，その保存のて

いどは，地域の東部に発達している 100m 以下の低位段丘面にくらべて，やや良好である

したがって，下位層との関係や，段丘面の侵蝕。保存のようすからみると，低位段丘而i

の形成とほぼ同じi時期につくられた河岸段丘と考えられる。

砂疎層の厚さは， 10m 以上である。

堆積物は，虫干川の河7kではこぼれた，砂擦で構成されている c 礁の種類は，ヨ平川

流域の地質構成によって，変朽安山岩・石英粗面岩。石英斑岩。石英安山岩。緑色凝灰

岩。輝石安山岩などである。大きさは，拳大から人頭大の円礁である c

IV.10.2 低位河岸段丘磯層 (LgJ

豊平川流域では，河床面からの比高 13m ていどの段丘面が，広く克 j主しているご l このほ

か，漁 dll の下流流域および、厚別川流域でも河床而から 5m~10m の比日をしめす段正面が

発達している c これは， よくみると，比高が 1m て l' )どで， 2 段~3 段に段化している c

ここでは，これらを一括して，低位河岸段丘とし，その面をつくる堆積物を，低位河岸段

丘堆積物とした。

この堆積物は，まえにのべた，高位河岸段丘堆積物をきって，低い面をつくり，さらに，

現河床堆積面によってきられている。面の保存は，ひじように良い ε 厚さは，里平川沿岸

のものは， 10m 以上，厚別川や j魚川下流沿岸のものは 5m 前後である

堆積物は，河川にょうてはこばれた円探。砂。粘土からできている 諜の種類は，高

位河岸段丘堆積物を!普成している傑とほとんど同じであるが，漁 fll 下流。厚別川のもの

は，このほかに支妨熔結凝灰岩の擦をふくんでいる

VI.l1 新期火山灰層 eTa)

地域の東南隅 l乙まえにのべた月寒火山灰層をおおって，発達している c 模式的な露出

は，漁川下流北岸に沿って，忠!在からラノレマナイ lこ通ずる，京株軌道の切言 IJ の各可にみら

れる。黄白色または，灰白色の浮石賀火山沢または浮石陳からできている J 厚さは， 2m

をこえないc

なお，この火山灰層は，乙のl司幅の南につらなる樽前山図i隔に，ひじように!よしユ分布を

しめすもので，追跡してみると，樽前火山に近づ、くにしたがって，その!享さを増す傾向が

みられる。また， i手石礁は，樽[河火山灰層にふくまれているものと，全く同じである〆こ

のような事実から，樽前火tJJの新明火山灰と考えられる
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VI.12 現河川堆積物 CA l)

現河川の河床面および氾慌原を構成しているものである。各河川の流域に発達している

各手 f，~0J の人!J JU: 以下の円陳および砂からできている，いわゆる河山礁であるつ礁は，安r! l

岩。変朽友山岩。凝り(岩などで，それぞれの河川の流域を構成している HE1JI によって，多

少のちが G) があるつ

なお，豊平川沿岸:ではこの堆積物は， }l l砂利として採集されているコ

VII 地区構造および地史

VII.1 地質構造

この凶 iJ白地 j或の地 T1" 構j立をえきくみると，断!宵や摺 Ill' をともない，やや向性な構造をし

めしている河市と，ほとんどぷ平にちかい単語な構造をしめしている東部とに民分するこ

とができると i j{ J 者は，新宿三紀回と同 II 寺町!の火山岩円からできている llL lJ<~ であり，後~.は，

四紀国と同lI :j'WJ の火山 n~t 出物を主とする llL t!'~ で:ある。

百 II 口の聖子 Jllr ?:1 Jf の llli J:;，~では， l苦から北にむかつて，上位回をしだし 1に露出する南北川

の大きな背利軸と，豊平川の流出に沿って存主していると考えられる断回線に気がつく

すなわち，南部の;魚川の支流の小沢に，この j広域の新第三紀日の最下 f~L である涼 IJII 砂岩。

頁岩部!再が露出し，北にゆくにしたがって，金山沢頁宕 /i[; 目。ラノレマナイ川凝町岩部門と

iii 古文 l: 位 lt~ が~I~m している〔そして '{-~Y 盤鉱山間近で，北日~南東の断層できられ，わずか

に転移しているが，さらに北にむかつて，湯の沢凝灰 11-fiY~i 出店。藤の沢砂岩。頁岩部府

という ii['j に露出している背 j，'[ 構道があるっこの背 jF[ 車lh の同 ft Ji ] では， ほとんどの地周は， N

20~30 NE の走 i(1] で， NW 沼しの傾斜をしめしているが，東側では N20···~50··· Wの走 Itij

で， NE落しの傾斜をとっている J この主要な背料構造のほかに，熊蜂川 rIl ?Jit 流域では，

やはり市北川の小さな背。 l白羽構造がみられる c なお， 662.7ill 三角点。 65 1. 8 ill 三灼点の

地域では，小 j屯の沢情岩および策調会出 ~"t?~ 汗が発注しているので， I内;接，観察はできないが，

;'f (IJII から湯の沢にぬける市北 'It の主要な背引制!と，簾界川に沿う小さな背斜軸とにはさま

れた地域であるので，まえにのべた熔岩類の干ーには，少くとも 1 本の IrU:~'[軸が必定される

しかし，その南の延長部と考えられるところでは，まえにのべた主要背斜の西買の構造を

とっているので，軸延長のえきな向斜構造ではないであろうョ
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これまでのべたような地質構造は，豊平川を境にして，以北の地域ではみられない。こ・

の地域では，まえにのべたように藤の沢砂岩。頁岩部層と同時異相の関係にあると考えて

いる，簾舞頁岩部層が発達し，北西方に向って，八号沢砂岩。頁岩部層。板剖沢硬質頁岩

部屑の)1慣に上位屑が分布しており，これらを簾舞沢熔岩または八重別集塊岩部層が不整合

におおっている。そして地質構造は，東西性~北東一南西の走向で，北~北西に傾斜して

いる。

乙のように，豊平川をはさんで，南部と北部とでは，地質構造がはっきりとちがってい

る。したがって，豊平川の流路とほぼ一致した断層線が想定される。

また，背向斜構造が関与している地層は，簾舞沢熔岩より下位にある，古い岩屑である

ことはあきらかであるが，石山居までも構造運動の影響をうけているかどうかは，よくわ

からないc しかも，豊平川にそった東西性の断層直勤は，背向斜構造形成以後であること

は，いうまでもなく，石山居までも切っているので，石山屑Jit積以後におこなわれたもの

である己

東部地域をみると，北から南に焼山。白旗山。島松山などの新第三紀末葉ないし第四紀

の初期に噴出したと考えられる火山岩が，北北西~南南東lこならんでいることが，特ちょ

う的である。さらに，この地域はすでにのべたように，第四紀層でおおわれているが，こ

の火山岩のならんでいる線の東側には，全く新第三紀層が露出していないο また，野院屑

の堆積の西端が，ほぼこの線にそっている c このように，ほほ同じ時期の， しかも似かよ

った性質の火山岩類の噴出が，ほぼ一線に配列していること，基盤岩層の露出のようすお

よび野幌屑の堆積の限界は一つの構造線の存在していることを， しめしているものと:考え

られる。この構造線は，札幌図幅で想定されている北北西ー南南東の構造線(札幌断層)

のちょうど延長したところにあたって l) る。

支劫火山I噴出物は，北~北東にひじように綬l)傾斜で，石狩低地'貯に下っている。なお，

この火山噴出物より上位の地層は，ほとんど水平にちか構造をとっている

VII.2 地史

これまでの各項でのべたことから，この地域の地質構成が，現在みられるようになった

経緯をある程度推定することができるご

VII.2.1 新第三紀

この地域の基盤を構成している新第三紀層は，凝灰質砂岩や頁岩を主体として，いろい

ろの火山岩を伴うもので，この図幅の西に連なる定山渓地方と同じように，新第三紀には，
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火山活動が， HE盛であったことが推察される。

j魚川層堆積期

この地問の堆積期は，砂岩。頁岩を主とし，わずかに紫綜輝石玄式岩の活動を伴ってい

るもので，火山活動は，この地域を舞台としてあまりおこなわれていない。しかしこの地

居の上部になると，凝先日砂岩。凝究12巨岩。凝灰岩がおおくなり，変朽:立山岩の熔岩i況

に溢流し，比較J~火山活動が盛になってきたコ

ーの沢層および板割沢層堆積期

まえにのべた漁川屑の堆積期を終えると，ひきつづいて砂岩。頁岩。泥岩。回目頁岩な

どを堆積した。:宕相からみると， しだいに深海の形成によるものであることはあきらかで

ある。また，含有されている化石から判断すると，この地層が，西南北海道に発達してい

るいわゆる八宝杭に対比されるものである c この l時期は，火山活動の休止の状態にあって，

訂穏な!時期jであったらしい。しかし，この地層のJ町長した末期には，合石英普通輝石紫蘇

輝石支rf J岩や角閃石石見安山岩の活動がみられる。このような時期をへて， このi忠誠には

大きな造構運動があって，陸化し，削利期間に入ったご

後板割・先石山間隙

iQ'§lj沢目の堆積で，この地域は陸化して，かなり大きな削剥期があったらしい。すなわ

ち，ーの沢田や板剖沢屑を，黒松内用の普通輝石紫蘇輝石安山岩の熔岩流や，石山!日が不

整合におおっていることから，このような，削利用が推察される。

石山層堆積期

この時期には，丙南北海道の他の地域と同じように，火山活動がはげしくおこなわれ，

輝石支山岩が溢流したが，これにともなって，同立の集塊岩や凝岩などの火山砕屑岩層

がもたらされた。そのご，この地域には構造逗動がおこなわれ， 互平川に沿って担、定され

る断層線などもこの時期に形成されたものであろう

後石山間隙

石山門の堆積で，この地域は陸化し，そのこ、削長Ijがつづ、けられたっしかし，この時期に

ら火山岩の活動がおこなわれたが，まえにのべたような，はげしいものでなく，石山屑

の堆積明におこなわれた火山活動の余波的な活動であると考えている。一方， i頼、問!日に相

当する地図のみられないような，長(，~期間にわたる削景IJ期間には，大きな造構造運動があ

って，現在みられるような地質構造の大様が決定づけられたらしい。地質構造のところで

のべた，ホし!幌断屑はこの時期のものであろう c
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VII.2 洪積世

この時期になると，新第三紀末に決定づけられたとの地域の地質構造と密接な関係をも

って，はげしい火山活動がおこなわれたものと推察される。地域の西南隅や，島松山。白

旗山。焼山などを構造している火山岩類はこのl時期jのものであろうっこれにひきつづいて

海浸がおこなわれ，野幌屑がi問責した。

野幌)百堆積どの傾勤E動ののちに，この地域は，問けつ的に隆起店勤がおこなわれ，数

段の段丘面をのこしながら，この地域一帯は隆起したコそして，段丘団のうち取も低い低

位段丘面形成時期に支窃火山噴出物がもたらされた。

VII.3 沖積世

洪積世の末葉から {Ill 積世の初葉に，この地域のまわりで最新期の火山活動がおこなわれ

た。この活動はひじようにはげしく，浮石。火山灰などの日立出物屑をもたらしたっそのご

活動は微弱となったが，中止することなく現在におよんでいる。

また，現在の河川 lこ沿って発達している巴濫原面が形成され，現在におよんでいるコ

VIII 応用地質

この地域は，中新世司 II 縫期 lこ火成活動がはげしくおこなわれた，定山渓地方の東側につ

らなっているが，地域の大部分ば，支拐火山噴出物をはじめとして，第四紀の火山岩類や

堆積岩類で広くおおわれている。そのため，いろいろの有用鉱物をふくむとみられている

新第三紀居は，深く用積されている。

しかし，新第三紀層が露出している，百南部地域や北西 f沼地域には，貧弱であるが金銀

鉱床や硫化鉄鉱の鉱染している地借がしられている。そして，硫化鉄鉱;の;fr l!~ 染地借;では，

小規模ながら褐鉄鉱鉱床ができているつこれらの金属鉱床をのぞく地下資涼としては，建

築石材用の軟石として採石されている支劫火山噴出物片 Iの熔結凝氏岩，陥!ぷの敷石用砂不 IJ

や建築骨材用砂利として採取されている，皇平川の河!末陳や国有山をつくっている石見交

山岩などがある 3 このほか，豊平浮石部時[こ il£ の侵出している油徴止が知られている〆つ

ぎにこれらについて，簡単に説明を加えるつ

VIl LI 金銀鉱

VIII.1.1 光竜鉱山
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位置および交通 貨;区は，胆振l司千歳郡志K1町にあって，札幌市の南南西約 24km，支

勿湖の北北西約 6km のところにある ο 鉱区は，ラノレマナイ川の-支流である金山沢の中

流流たえに，設定されているコ現地にゆくには，定山渓鉄道の石切山駅で下車し，空沼岳登

山口まで通じている中宍ノミスにのりかえ，常盤小学校前でおりるっそこからは，徒歩によ

らねばならぬが，約 12km で達することができる。

地形および地質概況 2~; Jl l のある地成ぽ，東部と西部とで，ひじように地形がちがって

いるっこれは，構成している j自立によるものである。すなわち，この鉱山の西部ば，黒色

頁岩。凝1)( 'I1"砂岩および交朽支山岩などからできて l) る。河谷はこの地買を深く刻んで各

所にむ崖をつくり，壮年明の j-lt貌を呈しているコこれに反して東部は，新第三紀屑を不整

合におおって，支拐';<rJJI1(t出物が広く発達し，平JJI.な illi%を呈している。

iJ1:山附 Jf1を構成している系抗は，新市三円である漁1)[[回を基盤とし，これを不整合

関係で，第四紀のど窃火山l白出物がおおっている。

この附j庄の地1'1構造としてj主日しなければならぬのは，ほぼ南北tl:の背斜構造があり，

この背斜i袖とTrJ: f~j にまじわる裂昨が発達していることである。そして，紅脈はこの裂時に

そって形成されたものであるコ

なお， このおこ;床については，すでに首牒正措が 1950 年(昭和 25 年)に調査をおこなつ

涼*

ているつその~旨はつぎのようなものである。

鉱床 黄金沢および点吉沢に数多くの石英脈の露店iがある。この石英脈は，多少の琉

[じ物をふくみ，風化{ヤ用をうけて，主主褐色の悦けをつくっている。これらの露頭を追跡す

れば， 3 条の主要紅阪が確認される二いずれも， I出火黒色の頁岩岡の中の鉱脈で， 15縮が

はげしいコ拡脈の延長:ま， 500m~700 m は見込まれる ο 坑道は 6 つで， 1 号J充。 2 号f足。

3 号坑。新 2 号坑。通~fi] l/L および口進:!:/Cと名づけられている。

鉱脈の延長方向は， E-W 性の走向をしめし，北に傾斜しているものが多いっ鉱脈の幅

はlO cm~4~cm ていどであるが，富民\f'iPでは 1m を越えていることがあるつ

鉱脈附;Iiのほ古は，わずかに注(ヒ;下用。収泥石化作用および絹雲母化作用をうけている

にすぎないっ

鉱石鉱石は，悩;氏。戸j陳状。 i日制などの諸構造宇がみられる。富鉱体のところは，ひ

じように複雑で，不規則な構造をしめしているようである。

キ この地層にづいては， VI 新第三紀層のところで説明してあるのでここでは省略した D

料 斎藤正雄: 北海道千歳郡光龍鉱山金鉱床調査報告 地質調査所月報 Vol3 No.4

,....5 (1952 年.昭和 27 年)
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/〆鉱売永、坑蓮
300m。

』

一二村三主 r

1 J ~ l九 2. 2 宅坑 3.3 号坑 4 寧12 も娯

5 )き:同九 6 6 1:色 1九

第 9 図党龍鉱山J1c道@ (1952 年斎藤正雄資料による)

o som- L ご三宅lli '5\)J;宝定音色事

第 10 図坑道断面凶 (1952 年斎藤正雄資料による)

縞状構造をしめしている部分ぽ，菱マンガン鉱が石英と平行Iff~S決をなしている乙また，

これらの脈石と，閃亜鉛鉱または黄鉄鉱のような金属紅物が，稿j尺を呈していることもあ

る。

角在来構造は，脈幅の広い部分にみられる傾l吊があり， 1司:岩の破砕角礁を石英が腰結した

ものである。この構店が発達しているところでは，角疎のまわりから，外方にむかつて石

英が品出していて，たがいに隣合っているこ角礁のあいだに品洞をつくっている。

鉱脈をつくっている鉱物は，石英を主とし，黄鉄鉱。黄銅鉱。閃亜鉛拡。方鉛鉱。方解

石。明磐石。菱マシガン鉱などである c これらの拡物の!日出関係は，閃亜鉛鉱を比較的お

おくともなった菱マンガン鉱の品出にはじまり，ひきつづいてた呈の石英を品出した。黄

鉄鉱ほ，早期より品出をつづ、け，ついで黄銅主鉱鉱U広;。閃亜鉛鉱もこれにつづづ、Lい3て J品i

鉱は，ややおくれ，最終期の方解石がIV1 して，まえにのべた各鉱石をつらぬき，また，石

英といっしょに品洞をうめている。

これらの鉱物の量均割合は，各脈および同一鉱脈でも部分によってちがっているニ金は
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どの拡脈にも多少の主はあるが，含有されて l) るこまた，黄鉄長;。黄銅拡。閃亜鉛，f，iL: 。方

鉛た;も日遍的にふくまれている

石英細粒のものは I噛み合うような形のものから，放射状集合をするものまであ

るー結品の大きなものは，粒状。羽も状。櫛状の構造をしめしている 粒状構造をして

ヤる石英の周縁部は，汚染されていることが多い土

黄鉄鉱 位形を呈するものが多い、径数 mm 以下の小粒で、あるつ

黄銅鉱微細な結品で位形を呈する(量は少し閃亜鉛鉱。方鉛@Z と密接にともなヲ

ている

関車鉛鉱。方鉛鉱 位形結晶で，閃亜鉛弘が，比較的多い ο 閃亜鉛弘の中に杭状の黄

~~I拡が」、くまれて ν る c

VIII.2 褐鉄鉱

本

VIII.2.1 莫駒内鉱山

位置および交通 鉱医は，石狩同札幌郡哩平町字湯の沢の，札帆休同定山渓山林署口:

軒目有林地( III 駒内 fu!] 料地〉内にある(現地には，定山渓鉄道の石切rJ l駅で下車して，

駅 flUから宅 ;lyf- 店主主If r 口ゆきの中央パスにのり，さらに終点から， }'r 駒内川のー支流の湯の

沢にそってゆくこと，約 3km で遣する二この聞は， トラザクを通ずる

地質概説 長;山町、 j; '1を構成している}l ETT 系杭(ま，下から湯の沢凝砂岩 fiGH-~ c 鞍馬越

支t'i ヌ山岩および，これらを不整合におおう，第四紀の岩屑堆積物である三

湯の沢続可:白砂 T? 白!~ )同は，この附 jfJ:の正常岩 1再で，湯の沢と ~L~ 駒内川との合流点から湯

の沢にそって，約1. 5 km; 由った河岸に脱出していると砂岩。頁岩。;疑児科の互何で，下

部は Ik 黒色の頁岩眉を主とし， J:i おになるにしたがって，民結色の凝り ('[q 砂岩が多くなり，

ついには色の凝!冗岩にうつりかわる二この地屑の一般志向。傾斜は N lO、 Eo12C~20

NNW である

鞍馬!也交や j支山古は，湯の沢凝 F疋買砂岩吉巴!のとにのっていて，湯の沢の1-:流地 tE~ に発

達しているハ日白紙色の前密なもので，ところによって，黄鉄紅化昨)刊をいちじるしくうけ

ている r この鉱 1工作用の方的]は，この附;Iiにおける構造械の方向とほぼ一致していて，

E-W'i f!: の走向である。

;吉宵 tltft t(物は，湯の沢の河岸およびその支流の沢など、に分布している c おもに変朽支山

岩の角疎からなり，そのあいだを褐鉄鉱化した粗粒な砂でうめているさなお，この堆荷物

大 土居繁雄 (1953) :駒内鉱山調査報告 北海道地 F資源調査部告 No. 1 1.掲鉄鉱

床調査報告第 1 報 北海道地 F資源調査所
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の「ドに，褐鉄鉱のうすい層をはさんでいることが多い。

鉱 床 褐鉄鉱床は，鞍馬越変朽安山岩の上lこ生成した沈澱鉱床である c 湯の沢やその

支流の小沢の河岸または河床に露出が出

みられる。

調査の当時，採掘していた鉱床は，

11 図にしめしてあるように，湯の沢のー

支流の， U字形の小沢にそって沈澱した

ものである。

ia: 体の規模は，すでに採掘ずみのとこ

ろが多く，当時，残っていた鉱石の状態

や，簡易担iJ-tiをおこなった結果からみて，

厚さは 2m]司?ト，平均幅 15m，延長約 150

m である。ぷ床の両前I)は断両国{こしめし

であるように，基盤の変朽支山岩が露出

しているつ

鉱床の下部は，凝?夫岩のようにみえる，

ひじように鉱化作用をうけた変朽安山岩

の角礁を多くふくみ，品位は低いっと部

になると，褐鉄紅化した木の葉。幹。枝

などをふくむ高品位のものになってい

る ο

なお，この附)'[[にある褐鉄鉱床といわ

れていたものは，地買概況のところでの

べた，岩屑i住積物の褐鉄鉱化作用をうけ

たもので，ひじように品位が低く，採掘

する価値のないものである。

VIII.2.2 常盤鉱山 。 son

流域の恵庭林署管轄国有林地ないに位

郡恵庭町のラノレマナイ川上流右三股川中

位置および交通 鉱区は，石狩~十し 1毘

Ah 何十 dA
置している c 現地にゆくには，定山渓鉄
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道の石切山駅で下車して，駅前から空沼fli登山口ゆきのパスに乗り，常盤小学校 I j(jでおり

る c そして，ここから jt龍鉱山に通じている道路にそって三股川の合流点までゆき，さら

に，ここから右三股川にそって約1.5 km迎ると採j.JL;現場に達するつ常盤小学校から探鉱;

現場までの距離は，約lO km である

地質概況 この附近を構成している地質は，漁川居の構成員である金山沢頁岩部居およ

び，このうえに不整合にのる支勿熔結凝灰岩である。そして，これらをきって，河岸段 E

f住民物が発達しているコ

金山沢民岩 fHj屑は，黒色の ffiY:密な泥質頁岩と ， J史紀色の悦密な凝!必 l"t頁岩との互層から

できている ο'~鉄鉱化作用や珪化作用をひじようにうけている。

支雪5情結凝灰岩は，長下部は集塊岩状の浮石疎屑と火山灰層で，その厚さは 1m ていど

であるニこの上に， しだしユにうつりかわる関係で 'rf:t ~~m疑問岩がのっているこ暗灰色の帆し

ような凝同店状を~している

河岸段丘堆積物は，右三股川の沿岸にそって発達している。おい lこ変朽安山岩や，廿通

輝石紫蘇輝石安山岩の円疎からできていると褐鉄鉱床は，この砂牒層のなかに薄い屑状を

して，賦存している 3

第 11 図版禍鉄鉱床は砂醗層のなかに層状をして， Jは存している

鉱床 この鉱山は，河岸段丘礁周が，堆出しているあいだに， it澱してできた紅咋で，

砂牒帽のなかに，薄い!副えをして賦存している

釦;体(ま， ;*~ 12 凶に示しであるように，北部と南部の 2 拡休がある。車~~層の厚さは， 10

cm~50cm ていどで， 2 層ないし 3 屑あるごその拡がりは，北部のおよ体で， 25mx60'm ,

南部のおよ休ば 40mx40m である 3 このように，鉱床の規模は小さなものである c
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第 12 図常盤鉱山鉱床図

鉱石は，鉱体の厚いところのものほど品位が高く，薄くなると砂操をふくむようになり，

しだいに褐鉄鉱化した砂疎層にうつりかわってしまう。
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なお，この鉱床のほか，この附;11の河岸段丘棟層の中には，褐鉄鉱化した砂喋層が，多

くみられるが，どれも鉱山として採掘する価値はないと

VIII.3 石村

VIII.3.1 軟石

この図幅の中部から東部にかけて，ひじように広い範聞に支勿火山噴出物が分布してい

るコこの火山噴出物は，豊平浮石部層。支拐熔結凝次岩。島松浮石部屑にわけられている ο

このうち，中部の l容結疑灰岩は，回結の度合から，細工もし易いので，建築用のノ 5材とし

て，切りだされている

採石場は，定山渓鉄道の石切山附.;~がもっとも多い。このほか，真駒内の中流地域にあ

る常盤小学院附 ill ， 厚別川下流地域にある厚別清田地区でも採石されているコ

第 12 図版軟石の採石現場(石切山)

VIII.3.2 害IJ 砂手 IJ

定山渓鉄道の石切山駅の北西方に，里平川を隔てて，角閃石石英安山岩からできている

硬石山(標 i古 397 m) がある。割砂利は，豊平川に沿って，そびえ立つ角閃石石英安山岩

の断崖を切出して，採取しているつ切出された岩塊は，適当の大きさに割られ，土台石や

問知石がとられ，このほかは，クラザ、ンャにかけられ，定められた規格に剖られて， I吉要
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先に送られている。

第 13 図版割砂利の採取現場(石切山)

VIII.3.3 川砂利

河川の川砂利のうち，利用されているのは，豊平川のものだけである c 採取地は， E藤の

第 14 図版川砂利の採取(石切山)
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沢と簾茸とのほぼ中間の豊平川の河川~，石切山駅および藻南公園附';£1の豊平川の河床であ

るコ採取された砂疎は，おもに道路の路床敷石として供給している。砂礁は，豊平川石市

地域の地質の影響をうけて，変朽安山岩。輝石支山岩・石英粗面岩。石英斑岩 o :B皮璃賀支

tIl宕が多い c 頁岩やi尼岩の疎も交えているが，軟質であるため，骨材として不向きである

ので，採取の際に除かれている c

VII I. 4 油徴

古くから月寒油徴地として，知られているものである。油1敷地は精進川支流の t百IlJ~付

近に位置し，現在でもなお豊平浮石部屑から，暗褐色の原油状の油が浸j由。 j支出しており，

附';!.lの農'誌では車軸油として利用しているという ο 昭和 9 年から 10 年にかけて， 当時の

日石の千によって，深度 570m まで試掘されたが，採油できるほどの油呈はみとめられな

かったらしい〔試掘記録から判断すると，支拐火山噴出物。石山屑を掘抜き，十日割沢!再~

ーノ沢Ii;!iで掘止めている c 掘進の最下位居で油徴をみとめているが，詳細は不明である
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ShigeoDoi and HiroshiOsanai

(GeolgicalSurveyofHokkaido)

Resume

TheIshiyamasheetcoversanarealyingbetween43ー 00'and42ー

50'N.lat, andbetween141 つ 15' and141ー 30'E.long. , theCitySapporo

liesnorthwestofthisarea.

Topographicallyspeaking, themainpartofthisareaisoccupiedby

lowelevatedplateauwithterracesinvariousheight , whilethereisa

highmountainousareainthewest, wheretheNeogeneTertiaryandits

associatedvolcanicrockscrop out, andshowsmarkedcontrasttothe

geologicalconstituationofthelowelevatedplateau, composedmainlyof

Pleistocenevolcanicsanditsassociateddeposits.

NeogeneTertiary

TheoldestformationofthisareaisIzarigawa formation , which

comprisessuchmembersasIzarigawasandstoneshale(M1J , Kanayaｭ

mazawashale(M よ Bankeizawa basalt(Ba>, Rarumanaigawatu 旺 (M 3 J ，

Mitsumatagawapropylite (MplJ , Yunosawatufaceoussandstone (M4J,

andKuramagoepropylite(MpzJinascendingorder, ofwhich, theIzｭ

arigawasandstoneshaleis150m inthicknessandconsistsoftwopart,

thelowerischaracterizedbytufaceoussandstoneandmuddy shale,
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whiletheupperismainlyconsistinginmuddyshale, blackincolour;the

Kanayamazawashaleliesconformablyontheprecedingmemberand

isalsodivisibleintotwopart , thelowerpartofwhichismainlyconsisting

inmuddyshale, intercalatingwithtufaceoussandstone, whiletheupper

part chie 百y in alternation of tufaceoussandstoneandmuddy shale,

wholethicknessis400m;theBankeizawabasalt(hypersthenebasalt)

iswidelydistributedincoveringtheprecedingmemberalongtheYu ・

nosawa-riverinthewesternpartofthemapped area, theRarumanaiｭ

gawatu 在 lies conformablyonthe Kanayamagawashaleandischarｭ

acterizedbytuff, tu旺 breccia andagglomerate, mostlygreenishincolour,

about250m inwholethickness;theMitsumatagawapropyIitecovers

theprecedingmemberasalavaflow , whichmightbeoriginallybelonging

toaugitehyperstheneandεsite; theYunosawatuffgraduallypassover

the Rarumanaigawa tuff, andiscomposedofagglomerateand tu 百

breccia , wholethicknεss isabout450m;theKuramagoepropyIitemight

beoriginallybelongedtobasaltichyperstheneaugiteandesitefromthe

microscopicalinvεstigation ， whichisdistributedintheareaalongtheupper

coursεs ofMisumai 剖1d Rarumanai-river.

Next , Ichinosawaformationisdivisiableintothemaintwomembεrs

asFujinosawasandstoneshale(FshjandMisumaishale(Msh)respectiveｭ

ly , bothofwhichisstratigraphicallyalmostequivalentinpositionwith

eachother, butshowsdi 百erent rockfaciesanddifferentdistribution , viz.

the Fujinosawasandstoneshaleheredefinedismainlyconsistingin

thealternationofsandstoneandshale, about300m inwhole thiεkness

andisdistributedinthesouthernpartoftheToyohirariver, whilethe

Misumaishaleisconsistinginmud-stoneanddevelopesonlyinthe

northernarea. IntheFujinosawamemberfossilsarerather rare,

whicharemostlybadin preservation, whileintheMisumaimember

suchfossilsareknownuntilpresentdaywhichare:

Nuculanasρ.

Cardiumsρ.

Macomasρ.

Turritellasρ.

Dentaliumsρ.
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Linthiasp.

Foraminiferas(gen.sp.indet.)

Fishscale.

Plantf1agments.

TheIchinosawaformationgraduallypassoverthe Itawarizawa

formation , thelatterofwhichcomprisestwomembers, theHachigosawa

sandstoneshale(IshJ , andItawarizawahardshale (lshzJ , theformer

ofwhichconsistinginthealternationofhardshaleandsandstone, both

greyishincolour, 150m inthickness;whilethelatterisformedexｭ

elusivelybythehardshale, whichisoccassionallynodulousandfossiliferｭ

ous, about120m inthewholethickness.

Fossils:

l\ Tuculana ρernula (MUller)

Dent αlium sp.

Fromthelithiccharacter, fossilcontentsandthesuccessionofthe

formations, theIzarigawaformationbeingcharacterizedbythepredomｭ

inanceofthegreen tu 任 is correlatedtotheKunnui series, whilethe

IchinosawaandtheItawarizawaformationintercalatedbyhardshalein

manyhorizonsmayberoughlyestimatedtobealmostequivalentwith

theYakumoseries, bothinMioceneinage.

ThePliocenedepositsofthisareaisheredesignatedasIshiyama

formation , whichcoverswithslightunconformitytheItawarizawaforｭ

mationandisalsodivisiableintotwomembers , Kiyotakisandstone(Ks]

andHattaribetsuagglomerate (Hag] , theformerisalsocomposedof

sandstoneandtufaceousshaleinalternation , darkgreyincolour, about

500m inthickness, whilethelatterischie 臼y consistinginagglomerate,

boththematrixandpebblesoftheagglomerateareandesiticinlithoｭ

logicnature , butsuchkindsofpebblesarenotseldomamongthemto

beconstitutedfromrocksasgreentu 任， mudstone , porphyry , liparite,

porphylite, anddacite. Itisfarfromdoubtfulthatthisformationis

correlateabletotheKuromatsunaiagglomeraticgroupdevelopingwidely

insouthwesternHokkaido.

Itshouldbementionedinthisplacethattherearevariouskindsof

igneousrocksoccuringaslavasanddykes, someofthemareLater
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Mioceneinage, whiletheotherinPliocene, whichare: MisumaiLava

(MIl](quartzhornblendebearinghypersthene andesite) , Kataishiyama

dacitedyke(Ka](hornblendedacite) , KotakinosawaLava(KlJ(augite

hyperstheneandesite) , andMisumaizawaLava(Mlz](augitehypersthene

andesite).

Besidesthis , thereareotherigneousmassofandesitjcrocks, which
decidedlyintrudesintotheIshiyamaformation:theprecisegeological

ageofthemisatpresentunknown, butitmaybeprobablylaterPlioｭ

ceneorearlyPleistoceneinage.

Pleistocene

TheNopproformation(No]buriesthebasinwhereTertiaryforｭ

mationanditsassociatedvolcanicrocksaremuchdissectedandforms

alowelevatedplateau.

Thiselevatedplateauisalsodissected bysuccessive terracingin

LaterPleistoceneinage. Theterracesleftinthisareaaredivisible

intomainthreegroups, the higher, middleandlower respectively , all

withgraveldepositsinvariablethickness.

TheShikotsuvolcanics(Shl, Shz, Sh3] heredesignatedcoverthe

higherandmiddleterrace 弓 but iscoveredbythegraveldepositsofthe

lowerterraces.

ItmustbenotedthattheShikotsuvolcanicsshowlocallydifferent

rockfaciesaccordingtoitshorizons;thelowermostpartischaracterized

ingeneralbyunconsolidatedtu 旺， pinkishin colour , themiddlepartis

weldedtu 百， whiletheuppermostpartisclaylike ash , reddishbrown

incolour.

Appliedgeology

A goldoredepositsofveintypefoundintheKanayamashaleof

theIzarigawaformationattheuppercourseofKanayamazawa , ifnow

underprospecting;thismineiscalledunderthenameofKoryumine.

Limoniticoredepositsarealsofoundinafewlocalitiesofthis

mappedarea, someofwhicharefoundtocoverthepropyliticrocksand

othersarediscoveredintheterracedeposits. Of them , theoresat
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MakomanaimineatYunosawawasoncemined, andtheotheroneat

Tokiwamineisnowworked.

Unlesstheabovementionedores, noneofremarkablemineralreｭ

sourceshasbeeneverfoundfromthisdistrictuntilpresentday.

HowevertheShikotsuwelded tu 百 has beenlocallylongquarried

alongthelowercourseoftheToyohirariver.
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